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 本調査結果概要は、一般文化無償資金協力対象案件について、平成２１年度に 

実施した現地調査の結果をとりまとめたものです。なお、提案された計画内容に  

ついては調査終了時のものであり、実際に無償資金協力が実施された場合の協力 

内容とは異なる場合があります。 
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写     真 

 

写真-1：国立文化センター外観。手前にあるのは

週末の公演案内を示した看板。建物は 1976 年の

開館から 30 年以上が経過しているが、毎年施設

改修のための予算が計上され、必要な修繕が随時

施されている。 

 

写真-2：国立文化センター舞台及び客席(客席数

2,030 席)。同国及びカリブ諸国において 大規模

の屋内文化施設である。 

 

写真-3：国立文化センター客席。1階席 1,230 席、

2階席 800 席の 2層構造となっている。 

 

写真-4：公演の模様（2009.8.2）。現在の照明セ

ッティングでは、舞台前側からの照明が不足して

いる。 

 
写真-5：既存のスピーカー。基本的な音響機材は、

政府予算により揃えられている。 

 
写真-6：既存の舞台監督卓。インカムシステムは

3チャンネルしかない。 
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写真-7：既存のハイインピーダンスアンプ。故障

している。 

 

写真-8：既存のデジタル調光卓。使いこまれてい

るが、使用年数は浅く、継続使用にあたっての問

題はない。 

 

写真-9：既存の調光器。コントロールユニットを

メーカーに修理に出しているため、隣のユニット

と連結して使用している。使用可能であるため、

要請から削除した。 

 

 

 

 

写真-10：既存の照明器具。照明器具の数は、劇

場の規模に比して不足している。 

 

 

写真-11：既存の緞帳。ビロード素材の高級品で

あるが、破損、汚れ、色あせが目立つ。 

写真-12：既存の袖幕。裾の破れが甚だしい。他

にも照明機材との接触による焼け等があった。 
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1. プロジェクトの経緯・背景 

(1) 要請の背景・目的 

ガイアナ共和国（以下「ガ」国という。）では、古くから舞踊、音楽、演劇などの舞台芸

術が盛んに行われており、特に演劇は植民地時代からサトウキビ農園でも盛んに行われて

いた。1966 年の独立以降においても、ジョージタウン市内外の各コミュニティや学校にて

活発に行われていたが、80 年代以降の経済状況の悪化に伴い人口流出が続いており、かつ

て盛んだった演劇を始め、舞台芸術活動全般が低迷している。 

こうした背景から、「ガ」国政府は、拠点となる国立文化センターの機材を更新すること

により同センターの機能を強化し、利用を促進することで、「ガ」国における文化・芸術活

動の活性化を図ることを目的として、機材の整備に必要な資金協力を我が国に対し要請し

た。 

 

(2) 要請の内容 

1) 要請年月 2008 年 10 月 

2) 要請金額 24.8 百万円 

3) 要請内容 合計 31 品目 

①音響機材：インカムシステム、マルチメディアプロジェクター等 18 品目 

②照明機材：スポットライト、アッパーサイクロラマライト等 8品目 

③舞台機材：一文字幕、緞帳、舞台用マット等 6品目 

 

2. 我が国の関連分野への協力 

(1) 我が国の関連分野への協力 

特になし。 

  

(2) 他のドナー国・機関の援助動向 

  

表-1 他のドナー国・機関の協力実績 

実施年度 機関名 案件名 金額 援助形態 概要 

1976～1980 年 イギリス

政府 

技術者派遣 不明 技術協力 舞台設備の操作指

導 

 

3. プロジェクトの実施体制  

(1) 組織 

本プロジェクトの主管官庁は文化・青年・スポーツ省、実施機関は国立文化センターで

ある。国立文化センターは 1976 年に開設された「ガ」国及びカリブ諸国において 大規模

の屋内文化施設である。国立文化センターを管轄する文化・青年・スポーツ省の組織図は

図-1 のとおり、国立文化センターの組織図は図-2 のとおりである。センター長以下、32 人



I 

I-2 

の職員を有する。全員が文化・青年・スポーツ省の職員であり、人事については上部組織

である同省が所掌している。 

 

大臣
国家スポーツ

委員会

国家アーカイ
ブ委員会

次官
国家博物館

委員会

国家祝賀
委員会

国家信託
委員会

国家青年
委員会

映画検閲
審議会

国家青年
評議会

コモンウェルス
青年プログラム

プログラム 1 プログラム 2 プログラム 3 プログラム4

管理部門 文化局 青年局 スポーツ局

人事 財務 総務

国立文化
センター

 

図-1 文化・青年・スポーツ省組織図 

（出典：国立文化センター提出資料） 

 

 

センター長
(1)

センター長
代理(1)

会計官
(1)

維持管理
責任者(1)

倉庫管理者
(1)

音響監督
(1)

照明監督
(1)

舞台監督
(1)

チケット売り
場責任者(1)

劇場清掃
主任(1)

案内係
主任(1)

維持管理
助手(2)

音響技師
(2)

照明技師
(3)

舞台係
(4)

チケット売り
場係(1)

劇場清掃
係(8)

案内係
(非常勤）

雑役夫
(1)  

図-2 国立文化センター 組織図 

（出典：国立文化センター提出資料） 

 

国立文化センターは、客席規模（客席数 2,030 席）や広いステージ（舞台寸法は間口約

16ｍ、奥行き 10ｍ、バトン下高さ約７ｍ、手動バトン昇降システム、オーケストラピット）

から、「ガ」国における芸術・文化発信の中心的存在となっている。また、エアコン完備、

広い駐車場、アクセスの良さなどより制作者・公演主催者及び観客の双方から好んで利用
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されている。主に、舞台芸術に利用されるほか、CARICOM1首脳会議やコモンウェルス2蔵相

会議などのオープニングセレモニーをはじめとする式典、政府行事、宗教行事、教育関連

行事、各種コンテスト、国際アーティストの公演にも幅広く利用されている。なお、2008

年に「ガ」国で開催された第 10 回カリブ地域芸術祭（CARIFESTA）においてもメイン会場

として使用された。 

国立文化センターの活用状況は表-2 のとおりであり、過去 3年間の実績では式典・講演・

会議等が全体の 30％強、演劇・ミュージカルが 25％強を占め、以下バレエ・ダンス・民族

舞踊が 15％強、音楽コンサートが 10%前後、その他となっている。 

 

表-2 国立文化センターの活動実績 

 
式典、講

演、会議 

演劇、ミ

ュージカ

ル 

バレエ、

ダンス、

民族舞踊

クラシッ

ク、コン

サート、

オペラ 

ジャズ、

ポピュラ

ーミュー

ジック 

その他 合計 

公演回数  46 48 20 5 4 15 1382006

年度 観客数  69,000 96,000 4,0000 6,000 8,000 15,000 234,000

公演回数  50 32 24 12 2 21 1412007

年度 観客数  75,000 64,000 48,000 14,400 4,000 21,000 226,400

公演回数  54 42 30 16 6 25 1732008

年度 観客数  81,000 84,000 60,000 19,200 12,000 25,000 281,200

（出典：国立文化センター提出資料） 

 

また、国立文化センターは表-3 に示すとおり現在音響技師 3 人、照明技師 4 人、舞台装

置・装備担当 5人及び劇場設備維持管理者を有している。現状で技術者等の問題はない。 

 

表-3 国立文化センター技術者リスト 

No 氏名 専門分野 学歴/経歴 資格 
業務
経験 

担当機材 

音響技師 

1.  Dennis 
Wilson 

電子工学 政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修/複
数の米国劇場 

「英国シティ・ア
ンド・ギルズ」  
修了証 

41 年 音響システム
全般 

2. Trevin 
Reid 

電子工学 政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修 

無 線 電 子 機 器  
取扱士 

2 年 音響システム
全般 

3. Andre 
Mathales 

 

電子工学 政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修 

 

無 線 電 子 機 器
取扱士 

2 年 音響システム
全般 

                                               
1 CARICOM(Caribbean Communityの略)：カリブ共同体。西インド諸島のカリブ諸国及び領土のモント

セラト、南米ギアナ地方のガイアナ、スリナム及び中米のベリーズなどを含めた 14 ヶ国と 1 地域で結成さ

れたカリブ海地域の経済協力を促進する機関である。 
2 英国及び旧英国植民地国の計 54 ヶ国で構成される。 
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照明技師 

1. Norman Dos 
Ramos 

電気電子工
学 

中等教育修了後、
国内外の契約者に
よる研修/カナダ
及びカリブ諸国で
の劇場 

技術研修修了証 37 年 劇場照明シス
テム全般 

2. Andray 
Thomas 

電気電子工
学 

政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修 

「英国シティ・ア
ンド・ギルズ」
修了証 

20 年 照明システム
全般 

3. Raul 
London 

電気  政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修 

電気設備士 14 年 照明システム
全般 

4. Dawin 
Adridge 

 

電気 政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修 

電気設備士 4 年 舞台照明全般

舞台装置・装備担当 

1. Bernard 
Chung 

 

舞台装置･
装備管理 

英国舞台管理専門
家による実践研修 

関連研修修了証 37 年 舞台装置・装
備全般 

2. Kevin 
Dowers 

大工職 政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修 

大工建具士 14 年 舞台装置・装
備全般 

3. Lesma 
DaSilva 

大工職 政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修 

大工建具士 12 年 舞台装置・装
備全般 

4. Carlyle 
Hamer 

 

舞台管理 中等教育/実地研
修 

カリブ中等教育
修了証 

4 年 舞台装置・装
備全般 

5. Mark 
Williams 

 

舞台管理 中等教育/実地研
修 

カリブ中等教育
修了証 

4 年 舞台装置・装
備全般 

劇場設備維持管理 

1. Leon 
McGarrell 

 

電気 政府技術研究所に
て高等レベル（大
学レベル）研修 

電気設備士 30 年 発電機及びセ
ンター内電気
システム 

（出典：国立文化センター提出資料） 

 

(2) 財政状況 

国立文化センターの 2007 年から 2010 年にかけての予算は表-4 のとおりである。国立文

化センターは独立採算制ではなく、財務面においても文化・青年・スポーツ省の管轄とな

っている。公演収入は、直接、同省の口座に入り、同センターの予算とは別に管理されて

いる。したがって、公演収入は同センターの収入として充当されない。 

毎年予算配賦額にあわせて支出がなされており、支出額のうちの 3 割程度を施設・機材

の維持管理費や施設修復費に充てるなど、予算上の制約がある中で維持管理に努力してい

る。 

なお、「ガ」国の予算年度は 1 月から 12 月までであり、予算措置については、前年度の

申請期限までに行う。当該年度内においても、必要に応じて予算配分の増額も対応が可能

である。 
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表-4 国立文化センター予算 

(単位：ガイアナドル）

2007年 2008年 2009年 2010年

　文化省予算 44,110,000 51,535,000 44,400,000 47,860,500
　公演収入 * 8,638,300 7,098,390 17,194,730 18,914,203

合　計 44,110,000 51,535,000 44,400,000 47,860,500

（流動資産）

　清掃 830,000 2,300,000 1,500,000 1,700,000
　維持管理（施設・機材） 3,850,000 7,200,000 5,100,000 4,750,000
　輸送 1,080,000 1,200,000 1,200,000 1,300,000
　給与 17,135,000 20,685,000 19,500,000 20,475,000
　事務機器 985,000 1,350,000 1,400,000 1,500,000
　飲料 830,000 1,200,000 500,000 525,000
　電話代 1,800,000 2,300,000 2,200,000 2,310,500
　電気代 5,600,000 6,500,000 6,000,000 6,300,000
（設備資金）

　施設修復費 12,000,000 8,800,000 7,000,000 9,000,000
合　計 44,110,000 51,535,000 44,400,000 47,860,500

* 国立文化センターの予算は文化省が直接管理している。公演収入は直接文化省の口座に入り、国立文
化センターの予算とは別に管理されている。従って、同センターの予算には充当されていない。

収　入

支　出

 

           （出典：国立文化センター提出資料） 

 

(3) 技術水準 

前述のとおり、国立文化センターは音響技師 3人、照明技師 4人、舞台装置・装備担当 5

人を有しており、今次要請されている機材についても、既存機材の使用者と同じ技術者が

対応する予定である。要請機材は近年の舞台演出に対応するべく既存機材の不足を補完す

る構成内容であり、かつ高度な技術力を要求されるものではないため、在籍する劇場技術

者で十分に運用が可能である。 

 

(4) 既存施設・機材 

国立文化センターは 1976 年の設立であるが、既存音響機材の大部分は 2002 年に導入さ

れたものである。表-5 のとおり、基本的な機材構成であり、同センターで催されるイベン

トに十分活用されている。しかしながら、電子楽器を用いた音楽公演に使用するエフェク

ター類、モニタースピーカーのシステム、複数話者のいる講演・式典やミュージカルに使

用するワイヤレスマイク等は、近年の音響演出の需要に応えるためには不足している機材

であり、利用者（公演主催者）の要望に応じられない事態が生じている。 



I 

I-6 

表-5 既存機材リスト（音響機材） 

No 機材名 数量 原産国 設置年 状況 

1 16ch アナログミキサー 1 ドイツ 2002 良好 

2 40ch アナログミキサー 1 日本 2002 ほぼ良好 

3 デジタル信号プロセッサー 3 ドイツ 2002 良好 

4 CD プレーヤー 2 日本 2002 良好 

5 ダブルカセットデッキ 1 日本 2002 良好 

6 MD プレーヤー 1 日本 2002 良好 

7 カセットデッキ 1 日本 2002 良好 

8 ワイヤレスマイク（ピンタイプ） 1 日本 2002 良好 

9 ワイヤレスマイク（ハンド） 1 ドイツ 2000 良好 

10 ダイナミックマイク 17 米国/ドイツ 1978/2002 良好 

11 ショットガンマイク 14 オーストリア 1978 性能劣化 

12 ショットガンマイク 7 日本 2002 良好 

13 サブウーハスピーカー 16 米国 2002 良好 

14 スピーカー 24 米国/スペイン 2002 良好 

15 パワーアンプ 7 米国/スペイン 1985/2002 良好 

16 クロスオーバープロセッサー 2 ドイツ 2002 良好 

17 グラフィックイコライザー 2 米国 1985 良好 

（出典：国立文化センター提出資料及び聞き取り結果） 

 

既存の照明用の設備としては、舞台上に照明用バトン（φ48mm）が 5 本設置され、いずれも

15A/240V の照明用回路が 30 回路付いている。また、舞台袖上下（かみしも）にそれぞれ 3 本

のサイド照明バトン、緞帳前上下にも各 1 本、2 階客席前上下にフロントサイドシーリングと

舞台前天井部にフロントシーリング室がある。その他に美術用も含め、舞台上には40本のバト

ンが設置されている。 

既存の照明機材は表-6 のとおりであり、 低限必要な機材と数量は保有している。導入が

2000 年あるいは 2002 年と比較的 近であることもあり、十分使用に耐えられるものが多い。

調光システムは、調光器が 96 回路×3 台の 288 回路の内、現在使用できるものが 180 回路で  

ある（メーカーにて修理中のコントローラーユニットが戻ってくれば、さらに48回路の使用が

可能となる）。調光卓は、デジタル式の168chプリセットフェーダー卓を使用している。照明器

具は、1kW のエリプソイダルスポットライトと、6インチ 1kW フレネルレンズスポットライ

トを中心とした構成である。エリプソイダルは、主に舞台前方遠くからの照明と、GOBO シ

ートなどを使って投光面に模様を浮かび上がらせる演出効果に使用されるライトであり、

フレネルレンズスポットライトは主に基本となる明かりを作ることに使われる機材である。

しかしながら、現状ではエリプソイダルスポットライトは、ほぼ基本明かりを作ることに

使用されていて、演出効果目的には使用されていない。フレネルレンズスポットも、劇場

の規模に鑑みると数量（37 台）と性能が不足している。また、現在の照明セッティングで

は舞台前側からの照明が不足している。 
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表-6 既存機材リスト（照明機材） 

No 機材名 数量 原産国 設置年 状況 

1 デジタル調光卓システム 1 米国 2002 一部故障 

2 調光器 1 米国 2002 一部故障 

3 
6 インチ１kW フレネルレン

ズスポットライト 
37 米国 2000 良好 

4 
1kWズームエリプソイダルス

ポットライト 
65 米国 2000 良好 

5 ローサイクロラマライト 6 米国 2000 一部故障 

6 ローサイクロラマライト 1 米国 2002  良好 

7 スモークマシン 
2 米国 2002 一台は故障、一台は

故障機材からパーツ

を移植して使用。 

8 フォロースポットライト 2 米国 2002 ほぼ良好 

（出典：国立文化センター提出資料及び聞き取り結果） 

 

既存の舞台機材は表-7 のとおりである。舞台幕は 1994 年に交換されたものが多い。一部に

老朽化や破損が見られるが、数量及び機能としては足りている。既存のカーテンは全て防炎加

工が施されているが、素材自体が防炎加工のものではなく、後から防炎加工処理されたも

のであると見受けられる。そのため、防炎効果の持続性に問題があると考えられるほか、

特にサイクロラマ（ホリゾント幕）については、汚れが目立つものの、防炎加工処理に影

響しない洗剤を用いてクリーニングできる業者がおらず、汚れたままとなっており、使用

に支障を来たしている。 

 

表-7 既存機材リスト（舞台機材） 

No 機材名 数量 原産国 設置年 状況 

1 引割緞帳 1 不明 1994 一部色褪せ、破損 

2 袖幕 10 不明 1994 一部色褪せ、破損 

3 中割り幕 4 不明 2007 
中古品ながら比較的

新しく良好 

4 一文字幕 1 不明 1994 一部色褪せ、破損 

5 ロープ 40 不明 不明 
舞台用ではなく一般

品で代用 

6 サイクロラマ幕 1 不明 不明 代用品 

（出典：国立文化センター提出資料及び聞き取り結果） 
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4. プロジェクトの内容 

(1) プロジェクトの概要 

1) 上位計画 

  特になし。 

 

2) 当該セクターの現状 

前述のとおり、「ガ」国では 80 年代以降の経済状況の悪化に伴い国外への人口流出が  

続いており、かつて盛んだった演劇を始め、舞台芸術活動が低迷している。文化・青年・   

スポーツ省では、このような状況を改善し、舞台芸術全般の再活性化及び発展を図るため、

拠点となる国立文化センターの機材更新及び民間施設であるギルド劇場（客席 300 席）（「ガ」

国における劇場はこの 2 つのみ）の施設改修及び機材更新を、政府予算及び個人・企業か

らの寄付により実施してきた。また、同省は、近い将来、国立文化センターを拠点とする

国立劇団を設置する計画を有している3。 

しかしながら、国立文化センターは開設から 30 年が経過しており、制作者や公演主催者

の求める機材設備に対し、性能面や絶対数において応えられないケースが生じており、抜

本的な機材・設備の更新・整備が求められている。 

 

3) プロジェクトの目的 

本プロジェクトは、国立文化センターの音響・映像、照明、舞台機材を更新することに

より、同センターの機能を強化し、国内外の利用者の要求に応え、利用を促進し、「ガ」国

における文化・芸術活動の再活性化を図ることを目的としている。 

 

(2) プロジェクトの基本計画 

1) 設計方針 

 本プロジェクトは、以下の方針に基づき計画することとした。 

① 音響・映像機材については、 低限必要な機材は整備されており、近年の舞台音響

演出に対応するべく、国立文化センター利用者からの要望が高く演出効果を高める

ために効果的な機材を整備する内容とする。 

② 照明機材についても、 低限必要な機材は整備されており、既存機材に不足してい

る機材、利用者からの要望が高く演出効果を高めるために効果的な機材を整備する

内容とする。 

③ 舞台機材については、特に舞台幕が老朽化しており、汚れや破れ、照明器具との接

触による焼損が激しい。また、これらについては表面に防炎加工はされているもの

の、素材自体には防炎加工が施されておらず、火災防止対策上からも更新の必要が

あるため対象とする。またダンス演目上演時に必要な舞台マットを整備対象とする。 

 

                                               
3文化・青年・スポーツ省は既に国立舞踊団を有しており、国立公園の 4 つのスタジオを拠点に活動してい

る。今後、国立文化センターを活動拠点とする国立劇団の創設や演劇学校の創設を計画しており、既に 2008
年は 600 人の演劇関係者（役者、制作者、衣装、メーキャップ等）に対し研修を実施した。 
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2) 基本計画（機材計画） 

上記設計方針に基づき、先方の要望等を勘案の上、以下の経緯及び根拠により、計画対

象機材の選定を行った。その主要機材リスト及び用途は表-8 のとおりである。 

数量については、劇場の規模、既存機材の内訳及び国立文化センターにおける活動の内

容から、必要数量を算定した。 

 

表-8 主要機材リスト及び用途 

分類 主な機材名 用途 数量 優先度

マルチエフェクト

プロセッサー 

音声信号を加工して残響音などの

効果を付加する。 
2 1A/1B 

ワイヤレスマイ

ク･ステージモニ

ター用パワーアン

プラック 

ワイヤレスマイク信号の処理の受信

及び音声増幅に使用する。 
一式 A 

ダイナミックマイ

ク A 

スピーチ及びボーカルの収音に使用

する。 
20 16A/ 4B

ダイナミックマイ

ク B 
楽器音の収音に使用する。 20 16A/ 4B

ワイヤレスマイク

A 

講演・式典、演劇等の仕込み収音に

使用する。 
12 A 

ワイヤレスマイク

B 

講演・式典などのスピーチ収音に

使用する。 
12 A 

コンデンサーマイ

ク 

付属のクリップで楽器に直接取付て

収音する。 
12 6B/6C 

インカムシステム 
舞台監督から舞台裏への舞台進行

指令を伝達する。 
一式 A 

ステージモニター

用スピーカー 

舞台上の演者に聞かせるためのスピ

ーカー。 
8 A 

マルチメディアプ

ロジェクター 

演出効果用に映像を、あるいは公演

の内容を舞台上に投影する。 
1 A 

音響・映

像機材 

  

  

  

スクリーン プロジェクターから映像投影する。 1 A 

フレネルレンズス

ポットライト 

現在、基本照明用として使用されて

いる演出効果照明用 1kw エリプソイ

ダルスポットライトに替え、基本照

明に使用する。 

40 20A/20B

2KWズームエリプソ

イダルスポットラ

イト 

舞台前側からの照明に使用する。 10 A 

アッパーサイクロ

ラマライト 
サイクロラマ幕を上から照らす。 45 A 

パーライト 
演出効果及び基本照明として使用す

る。 
48 20A/28B

照明機材 

ミラーボール 舞台上の演出効果に使用する。 1 A 
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スモークマシン 

バーライトのビーム筋や、エリプソ

イダルスポットライトから照射され

る GOBO パターンを使ったビーム筋

を際立たせる照明演出など、演出効

果に使用する。 

2 A 

 

クロスバー付きス

タンド 

舞台袖に立て、舞台を真横から照ら

す照明機材を設置する。 
6 4A/2B 

一文字幕 舞台に設置する。 1 A 

緞帳 同上 2 A 

袖幕 同上 6 A 

サイクロラマ幕 

舞台の 後方に設置し、照明の変化

によって様々な色/模様に染めて舞

台効果を高める。 

1 A 

舞台機材 

舞台用マット 

ダンスなどの演目の際、舞台上に敷

き、舞台のクッション性や防滑性を

高める。 

1 B 

 

① 音響・映像機材：前述のとおり 低限必要な機材は整備されており、近年の舞台音

響演出に対応し演出効果を高めるために必要な内容とした。マルチエフェクトプロ

セッサーは、軽音楽などに 2 台同時に使用するため、2 台を選定した。ワイヤレス

マイクシステムは、多目的に使用されるため、12 チャンネルシステムとした。マイ

ク類は、それぞれの用途を考慮して、ボーカル・スピーチ用のダイナミックマイク

A を 20 本、楽器収音用ダイナミックマイク B を 20 本、講演や式典、演劇などの際

に演者がハンドフリーで使用できるラベリア型のワイヤレスマイク Aを 12 本、ボー

カル・スピーチ用のハンド型のワイヤレスマイク Bを 12 本、楽器に取り付けて収音

するためのコンデンサーマイクを 12 本とした。それぞれの本数は、劇場の規模を鑑

みて、同時に使われると想定される数量から選定した。インカムシステムについて

は、既存機材はリモートステーションが 3台のみで舞台運用に支障をきたしている。

運用上必要な、メインステーション＋リモートステーション（子機）10 台の構成と

した。マルチメディアプロジェクターについては、式典・会議などでのプレゼンテ

ーションに使用したいとの希望が高いことから、スクリーンなどを含め可搬式のタ

イプを整備することとした。 

② 照明機材：既存の照明機材に不足している機材及び演出効果を高めるために必要な

機材を、劇場の規模、既存機材の数量、用途に鑑み、 低限整備する内容とした。 

現状では基本明かりを作るための照明機材が不足しており、本来演出効果に使用さ

れるべきエリプソイダルスポットライトが基本明かり作りに使われているため、既

存のエリプソイダルスポットライトを演出効果用に使用できるよう、基本明かり作

りのためのフレネルレンズスポットライトを 40 台選定した。また、既存の照明セッ

ティングでは舞台前側からの照明が不足していること、既存のエリプソイダルスポ

ットライトは 1kW で、劇場の規模に比して光量が不足していることから、2kW ズー

ムエリプソイダルスポットライトを 10 台選定した。 
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既存機材として保有していないアッパーサイクロラマライトは、基本的な演出効

果用の照明機材であり、単体型機材で 3 回路（赤、青、緑の三原色）分用意する場

合、各機材を 30cm 間隔に配置しなければならない。舞台間口 16ｍから上下両袖幕で

隠れる分を引いた 13.5ｍ幅のサイクロラマ幕を照射するに必要な数として、13.5m

÷0.3ｍ＝45 台とした。また、パーライトについても同様に基本的な照明機材であり、

4台 1セットで使用されることが多いため、舞台上 5本の照明バトンそれぞれの両サ

イドに 1セットずつ吊り込むとして 5本×8台（2セット）＝40 台、また舞台上 奥

の照明バトンからのライトカーテンなどの演出効果用として 8台で、合計 48 台とし

た。 

ミラーボールについては、ダンス、演劇、ミュージカル公演、ポピュラーミュー

ジック演奏等での演出効果に使用したいとの強い要望があった。日本においても、

ダンス公演のほか、演劇やミュージカル等で多用される機材であり、今回事前に申

請されていて協議の中で却下した他の特殊効果機材とは異なり、構造が単純で維持

管理が容易であること、照明効果としては定番であるが故に長期に亘る使用が予想

されること、しかしながら当初要請の 2 台は劇場の舞台の広さから過剰であること

などから、1台を選定した。使用が予想される公演種類と同センターの 近の活動実

績を鑑みると、使用頻度は全公演の約 3割から 5割と想定される。 

スモークマシンについては、既存機材2台のうち1台は破損していて使用できず、

もう一台も破損機材からパーツを流用して使用している状況である。舞台上にスモ

ークをうっすらと漂わせて、バーライトのビーム筋や、エリプソイダルスポットラ

イトから照射される GOBO パターンを使ったビーム筋を際立たせる照明演出方法は、

日本国内外の舞台芸術業界においては20年以上前から照明演出の定番として、演劇、

ダンス、音楽演奏等で多用されている。同照明効果はスモークがなければ得られな

いため、他の照明機材を十分に活用するためにもスモークマシンは必須の機材とな

っている。この照明演出方法は、基本的には照明演出を必要とする演劇やダンス、

音楽舞台公演全てにおいて使用される事から、同センターでの使用頻度は、全公演

の約 4 割から 5 割と想定される。劇場が広いため舞台袖上下（かみしも）各 1 台ず

つの 2台を選定した。 

クロスバー付スタンドについては、既存機材として保有していないが、舞台袖に

立てて舞台を真横から照らす照明効果としてよく使われる手法であることから、舞

台の広さを考慮し 6台を選定した。 

なお、照明の光に色をつけ、演出効果を高めるためにカラーフィルターが必要と

なる。ピンク、赤、オレンジ、黄、緑、青、紫の計 7色を、それぞれ明色と暗色で 2

種類ずつ選定することとし、必要 低限の数量を選定した。 

③ 舞台機材：前述のとおり、舞台幕については、損傷が著しく、火災防止対策上、更

新が必要と認められた幕に限定して、必要な仕様を選定した。舞台用マット（バレ

エシート）は特殊なリノリウムで、市販品では対応できない事から、舞台の演技エ

リア全面を覆うことができる分量として、幅 1.8ｍ×長さ 15ｍのバレエシートを 5

本と、初回設置分の粘着テープ一式を選定した。 
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終的に選定した機材は、使用頻度が高く必要性の高い機材に絞り込んでいるが、予算

の制約により全ての調達が不可能な場合、音響機材及び照明機材については、使用頻度の

高い機材に優先度 Aを、演目や公演内容により使用される機材に優先度 Bを付した。また、

コンデンサーマイクについては、使用頻度が他の機材に比べて低いため、優先度を B及び C

とした。舞台機材については、幕は全て消耗が激しいもののみに限定したため Aを、舞台

マットについては必要とされる機会がダンスのみであり、他の機材と比べて使用頻度が低

いため Bを付した。 

また、本案件にて調達される予定の機材の設置場所は、次のとおりである。 

音響機材のうち、エフェクター機材（オーラルエキサイター、コンプレッサー・リミッ

ター、マルチエフェクトプロセッサー）は、音響調整室内操作テーブルにあるエフェクタ

ー機材収納場所の空きスペース（EIA 8U）に設置される。電源は調整室内の分電盤の予備

回路を使用する。既存ミキサー（小型ミキサーの右隣に 40ch ミキサーが設置されている）

への接続は、特にパッチ盤などは設けず、必要に応じ直接接続する。 

ワイヤレスマイク・ステージモニターパワーアンプラックは、舞台上手の既存パワーア

ンプラックラックの隣に設置する。電源は既存ラックに電源供給しているコンセントが近

くにあるので、空きコンセントを使用する。 

インカムシステムの設置場所は表-9 のとおりである。 

 

表-9 インカムシステム設置場所 

 インカム用途 設置場所 インカム種類 

1 ステージマネージャー 舞台上手袖、舞台監督卓内 メインステーション 

2 オーケストラピット オーケストラピット内 2ch スピーカーステーション 

3 上楽屋 舞台上手 3階楽屋 スピーカーステーション 

4 下楽屋 舞台上手 2階楽屋 スピーカーステーション 

5 早替り室 舞台上手袖 スピーカーステーション 

6 チケット売り場 エントランスロビー スピーカーステーション 

7 舞台フライ 舞台スノコ ベルトパック 

8 下手袖 舞台下手袖 ベルトパック 

9 上手袖 舞台上手袖 ベルトパック 

10 音響室 バルコニー席後部音響室 スピーカーステーション 

11 照明室 バルコニー後部照明室 スピーカーステーション 

 

ワイヤレスマイクアンテナは、舞台中に 2 ヶ所、客席前部に 2 ヶ所取り付ける。パワー

アンプは既存パワーアンプラック内に収納する。現状ではパワーアンプが不足しているた

め、スピーカーをパラ接続して使用しており、パワーアンプに無理がかかっている箇所が

あり、その状態を解消する。ハイインピーダンスアンプは音響調整室内のミキサー卓下に

設置する。老朽化した既存機材の置き換えである。12 回路のスピーカーを単独に ON/OFF す

るスイッチが必要となる。プロジェクターはバルコニー席及び舞台上で使用する。未使用

時には音響調整室内に保管する。 
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照明機材及び舞台幕については、劇場に常設される。スモークマシン及びミラーボール

は倉庫に、舞台用のマットは舞台袖または舞台後方に保管され、使用時にその都度舞台上

に仮設される。 

なお、国立文化センターの電圧は 240V、周波数は 50Hz、プラグ形状は B3 型（英国 3P 太

丸ピン）である。また、ワイヤレスマイクの周波数及び出力に関しては、日本から調達可

能な機器の周波数及び出力が、「ガ」国の電波法上その使用に問題がないことを、同国の国

家周波数監視ユニットから書面にて確認済みである。 

 

3) 機材等調達計画 

 要請機材の調達先は、表-10 のとおりである。 

 

表-10 機材等調達先 

原産国 
分類 資機材名 

現 地 日 本 第三国 

オーラルエキサイター  ○  

コンプレッサー･リミッター  ○  

マルチエフェクトプロセッサー  ○  

ワイヤレスマイク・ステージモニタ

ー用パワーアンプラック 
 ○  

ワイヤレスマイクアンテナ  ○  

ダイナミックマイク A  ○  

ダイナミックマイク B  ○  

ワイヤレスマイク A  ○  

ワイヤレスマイク B  ○  

コンデンサーマイク  ○  

マイクケーブル  ○  

マイクマルチケーブルシステム  ○  

インカムシステム  ○  

DVD/CD レコーダー  ○  

マイクスタンド（卓上型）  ○  

マイクスタンド（ストレート型）  ○  

マイクスタンド（ブーム型）  ○  

マイクスタンド（フレキシブル型）A  ○  

マイクスタンド（フレキシブル型）B  ○  

ステージモニタース用ピーカー  ○  

スピーカーケーブル A  ○  

スピーカーケーブル B  ○  

スピーカースタンド  ○  

音響機材 

パワーアンプ  ○  
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ハイインピーダンスパワーアンプ  ○  

マルチメディアプロジェクター  ○  

プロジェクタースタンド  ○  

スクリーン  ○  

フレネルレンズスポットライト  ○  

２KW ズームエリプソイダルスポッ

トライト 
 ○  

アッパーサイクロラマライト  ○  

パーライト  ○  

ミラーボール  ○  

スモークマシン  ○  

照明機材 

クロスバー付きスタンド  ○  

一文字幕  ○  

緞帳  ○  

袖幕  ○  

サイクロラマ幕  ○  

舞台機材 

舞台用マット  ○  

 割合（％） 0 ％ 100 ％ 0 ％

 

本プロジェクトで調達される機材の輸送は、日本側経費負担により、契約業者が行う。

日本から調達される機材はコンテナ詰めされた後、海上輸送され、「ガ」国ジョージタウン

港で陸揚げされ、コンテナのままジョージタウン市内のサイト（国立文化センター）まで

運ばれる。海上輸送には 35 日程度、内陸輸送には 5日程度を要する。また、同国は免税方

式である。免税措置については、船積書類一式をもって、文化・青年・スポーツ省から国

税局（Revenue Authority） に対して行う。 

アフターセールスサービスに関しては、日本のいずれのメーカーも同国内に代理店や販

売店を有していないことから、日本もしくは当該メーカーの、「ガ」国を管轄する周辺国の

支店もしくは販売代理店からの対応となる。 

 また、消耗品として、照明機材のランプ球、スモークマシン用のスモーク液、カラー   

フィルター、舞台機材の舞台用マットを仮設する際に使用する粘着テープなどが必要とな

る。ジョージタウン市内には複数の電化製品店があるものの、プロジェクター用ランプや

照明機材のランプ、スモークマシン用のスモーク液、カラーフィルター等の消耗品は海外

からの調達が必要となる。しかしながら、これまでも必要なランプ、スモーク液、カラー

フィルターなどの消耗品をアメリカなど海外から調達してきた実績があり、問題はない。 

 

4) 機材据付及び操作指導 

 機材計画のうち、据付及び初期操作指導が必要となる機材は音響機材（インカムシステ

ム）である。本プロジェクトで整備される機材の据付において、大規模な配管工事は発生

しない。 
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 なお、機材据付時には同センターの活動を 1 ヶ月程度、休止する必要があるため、音響

機材の据付及び初期操作指導に係る技術者派遣時期については、機材の船積時期決定後速

やかに、国立文化センターと機材調達業者とで時期を調整の上、決定する必要がある。 

 

5) 事業実施工程表 

本プロジェクトの事業実施工程表を表-11 に示す。 
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表-11 事業実施工程表 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

交換公文（E/N)締結 ▽

贈与計画（G/A) ▽

調達監理契約 ▽

調達監理認証 ▽

入札仕様書作成

機材価格、諸経費調査 ▽

予定価格の作成 ▽

入札公告(案）の作成 ▽

入札図書(案）の作成 ▽

入札図書承認 ▽

在京大使館への入札手続き説明 ▽

入札公告、入札図書配布 ▽

質問受付・回答（アメンド含む）

入札 ▽

入札評価

業者契約締結 ▽

業者契約認証 ▽

発注 ▽

機材製作

船積前検査

輸送

納入・開梱

機材据付工事

初期操作指導・運用指導

業務完了の確認 合計M/M

0.09 0.12 0.10 0.09 0.10 0.10 0.10 0.10

0.20 0.23 0.19 0.17 0.07 0.20 0.17

月

契
約

入
　
札
　
段
　
階

調
　
達
　
段
　
階

要
員
計
画

業務主任（3号） 0.80

機材調達担当（4号） 1.23

国内業務

現地業務
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(3) 相手国側負担事項 

本プロジェクト実施にあたって、「ガ」国側の負担事項は表-12 に示すとおりである。同

センター年間予算額 48 百万ガイアナドルの 0.15％程度であり、十分に負担可能な額である

と思われる。 

 

表-12 相手国側負担事項 

負担内容 負担経費(ガイアナドル) 

支払授権証（A/P）発行、銀行取り極め

（B/A）に係る手数料 
76,000 

 

(4) 運営維持管理 

 機材の維持管理については、公演終了毎のルーティンチェック及び 2 週間に一度の熟練

技術者による点検及び保守が行われている。機材の修理については劇場技術者が行ってい

るが、メーカーによる修理が必要な場合、文化・青年・スポーツ省財務局調達部を通して

委託している。調達機材についても同様の維持管理を行う予定である。 

また、本案件が実施される場合、スポットライトのランプ交換やカラーフィルターなど

の購入、プロジェクター用ランプの購入等のため、年間 330 万ガイアナドル程度の消耗品

購入費が必要になると見込まれる（詳細は表-13 のとおり）。国立文化センターは、施設修

復費 900 万ガイアナドルから音響機材及び照明機材の購入費として年間 350 万ガイアナド

ルを支出している（2008 年実績）。また、消耗品などの購入先の決定については、以下の  

とおり定めている。 

・25 万ガイアナドル未満の財及びサービスの購入、60 万ガイアナドル未満の建設工事及

び 40 万ガイアナドル未満のコンサルタントサービスは、一社見積にて会計官が調達す

る権限を有する。 

・25 万ガイアナドル以上 60 万ガイアナドル未満の財及びサービスの調達、60 万ガイア

ナドル以上 100 万ガイアナドル未満の建設工事並びに 40 万ガイアナドル以上 50 万ガ

イアナドル未満のコンサルタントサービスについては、省内入札委員会が調達先を 

決定する。 

上記の金額以上の調達は、財務省の中央入札委員会が調達先を決定する。 

案件実施後は同額の予算を調達機材の維持管理費に充てることが可能となることから、

十分に支出可能な金額であり、適切な維持管理の実施が可能と判断される。 
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表-13 機材の維持管理費（消耗品購入費含む） 

消耗品
年間使用時間

または回数
寿命時間 単価 使用数 （小計） 損耗率 消耗品費

プロジェクター用ランプ 200 2000 ¥50,000 1 ¥50,000 10% ¥5,000

フレネルレンズスポットライト球 750 500 ¥10,000 40 ¥400,000 60% ¥240,000

ズームエリプソイダルスポットライト球 750 500 ¥22,000 10 ¥220,000 45% ¥99,000

アッパーサイクロラマライト球 750 2000 ¥3,500 45 ¥157,500 15% ¥23,625

パーライト球 450 200 ¥14,800 48 ¥710,400 110% ¥781,440

スモーク液（4L） 60回 ¥13,000 0.5L/1回 ¥97,500 100% ¥97,500

カラーフィルター（明色） ¥560 42 ¥23,520 100% ¥23,520

カラーフィルター（暗色） ¥560 84 ¥47,040 100% ¥47,040

バレエシートを留めるための粘着
テープ(25m) 45回 ¥1,000 108ｍ/1回 ¥4,320 100% ¥194,400

¥1,511,525
プロジェクター用ランプ、照明機材用消耗品について

　※劇場での使用時間を、リハーサル3時間、本番2時間として、週三回約一年50週で750時間と想定する。

　※損耗率は機材の用途と劇場年間想定使用時間および寿命時間から想定する。

　※プロジェクターの使用時間は一回2時間とし、式典、講演、会議、その他および、演劇公演の一部を含む年間平均100回の公演で使用されると

　※パーライトは式典、講演、会議、クラッシックコンサートなどを抜いた公演（年間60％）で使用されると想定。

　※スモーク液の使用数は、演劇、ダンス等一回の公演につき0.5L消費されるものとし、年間平均60回の舞台公演で使用されるとした。

　※カラーフィルターの使用数は、年間で各7色、明色は全紙サイズのフィルター6枚、暗色は12枚消費すると仮定する。

バレエシートを留めるための粘着テープについて

　※使用数はマットを舞台上に張る際に最低限必要になるテープの長さ（15m×6+1.8m×5×2）である。

　※使用回数は年間45回のミュージカル、バレエ、ダンス及び民族舞踊の舞台使用があると想定した。

年間必要消耗品費

 
  

(5）実施に当たっての留意事項 

機材据付時には、国立文化センターの活動を１ヶ月程度、休止する必要があるため、

音響機材の据付及び初期操作指導に係る技術者派遣時期については、機材の船積時期決

定後速やかに、同センターと機材調達業者とで時期を調整の上、決定する必要がある。 

 

5. プロジェクトの妥当性・実施により期待される効果 

(1) プロジェクトの効果 

1) 直接効果 

① 新たに導入される音響機材によって、電子楽器を使った軽音楽等の演奏会やミュー

ジカル等の公演数の増加が見込まれる。 

② 演出照明用機材の拡充、サイクロラマ幕の新調等により、舞台を明るくするだけで

なく、舞台空間を光の筋でデザインするなどの視覚効果の高い演出照明ができるよ

うになり、演出効果の向上、より質の高い演目や公演の上演が見込まれる。 

2)  間接効果 

① 「ガ」国全体の文化・芸術レベルの向上が期待される。 

② 「ガ」国には CARICOM 本部があり、国立文化センターは CARICOM によるセミナー、

会議等に頻繁に利用されていることから、我が国の援助が CARICOM 諸国全般へ広く

知らしめられることも期待される。 

③ 国立文化センターでの公演の模様は、国営テレビ局により録画、放映されることも

多い。国営テレビは、「ガ」国人口の 9 割が居住する海岸地域全域をカバーしてお

り、テレビ放映を通して広く全国民に裨益することとなる 
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(2) 課題・提言 

1) 機材の保守点検の記録付け 

 機材の点検については、前述のとおり公演ごと及び 2 週間ごとに行われているとの説明

であるが、記録が付けられていなかった。機材の適正な維持管理のためには、記録付けが

必要である。 

 

2) 消耗品、スペアパーツの購入、修理委託等の迅速な調達手続き 

 消耗品、スペアパーツの購入や外部への修理委託などは、すべて文化・青年・スポーツ

省が行っている。国立文化センターは、要請を同省次官に提出し、次官から財務局調達部

に指示が出される仕組みとなっている。同国内で調達できる物品は限られているため大半

が海外からの輸入となると想定される。 

本案件実施後には、調達機材に必要となる消耗品、スペアパーツの購入並びに修理委託

等の迅速な調達手続きのため、契約商社から調達先に係る正確な情報の提供及び文化・  

青年・スポーツ省による制度に則った迅速な手続きが望まれる。 

 

3) 我が国支援に係る広報について 

国立文化センターでは、本プロジェクトが実施された場合の広報手段として、メイン  

エントランスへの銘板の設置、引渡し式の実施、国内マスメディアを通しての広報、文化・

青年・スポーツ省ホームページでの広報等を計画している。 

また、在トリニダッド・トバゴ大使館または JICA メキシコ事務所とのコーディネートに

より、国際交流基金などによる日本人アーティストの公演を是非実施したいとの強い希望

が寄せられた。公演が実現すれば、日本文化の紹介につながり、両国間の文化交流や日本

の顔の見える援助に資することが期待されることから、是非日本側でも、積極的に検討す

べきと考える。 

 

(3) プロジェクトの妥当性 

 本プロジェクトは「ガ」国唯一の文化センターへの支援であり、その実施は、「ガ」国に

おける舞台芸術をはじめとする芸術・文化の再興及び発展に寄与するものである。要請目

的に加え、選定した機材、使用者の技術レベル、効果の見通し等、総合的な観点からも、

十分に妥当性がある。 
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6．付属資料  

(1) 調査団員・氏名 

水口 尚恵  団長、機材計画     （財）日本国際協力システム 

原  求  機材調達・積算（照明、舞台機材） （財）日本国際協力システム 

金子 史雄  機材調達・積算（音響機材）     外部協力者   

  

 

(2) 調査行程 

No. 日付 曜日 旅　程 業務内容 宿泊地

1 8/2 日
ニューヨーク01:10（DL383）→07:00ジョージ
タウン

移動
資料整理
国立文化センター公演視察

ジョージタウン

2 8/3 月
文化・青年・スポーツ省表敬
国立文化センターとの協議・調査

ジョージタウン

3 8/4 火 国立文化センターとの協議・調査 ジョージタウン

4 8/5 水
文化・青年・スポーツ省との協議・調査
国立文化センターとの協議・調査

ジョージタウン

5 8/6 木
文化・青年・スポーツ省との協議・調査
国立文化センターとの協議・調査 ジョージタウン

6 8/7 金
文化・青年・スポーツ省及び国立文化センターとの協
議、ミニッツ署名
ギルド劇場視察

ジョージタウン

7 8/8 土

ジョージタウン05:35(BW1416)→06:40ポート

オブスペイン、08:30(BW484)→12:30マイア

ミ、17:33(TA311)→18:13サンサルバドル
移動 サンサルバドル

8 8/26 水
サンホセ 07:30 (MX386)→11:30メキシコシ
ティ

JICAメキシコ事務所報告 メキシコシティ

9 8/27 木
メキシコシティ08:10 (MX900)→10:00ロサン

ジェルス、13:20（JL061)→
移動 機内

 

 

(3) 関係者（面会者）リスト 

文化、青年、スポーツ省 

Dr. Frank Anthony  大臣 

Mr. Alfred King  次官 

 Mr. Godfrey Webster  技術顧問 

 Mr. Lindon Ross  調達部長 

 Mr. Cecil Glasgow  会計担当 

 Mr. Cliffood Patoir  内部監査官 
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対外貿易国際協力省 

Mr. Safrauz Ahmad Shaclood 貿易担当事務官  

 

国家周波数監視ユニット 

 Mr. Valmikki Singh  局長 

 

国立文化センター 

Mr. Frederick Christian センター長 

Mr. Dennis Wilson  音響監督 

Mr. Norman Dos Ramos  照明監督 

Mr. Leon McGarrell  維持管理責任者 

Mr. Bernard Chung  舞台監督 

Ms. Glynis John  案内係主任 

 

ギルド劇場 

 Ms. Mariatha Causway  劇場長 

 

CARICOM 事務局 

 中居 正臣   JICA プロジェクト形成専門家 

 

JICA メキシコ事務所 

 室澤 智史   所長 

 磯貝 白日   所員 

 

(4) 討議議事録及び当初要請からの変更点 

終的に合意した討議議事録は別添のとおりである。 

当初要請内容からの変更状況を表-14 及び表-15 に示す。 

 

表-14 当初要請及び修正版要請から削除した機材 

機材名 数量 削除理由 

マキシマイザー 1⇒0 劇場音響設備に必須ではないため。 

コンプレッサー･リミッタ

ー 
1⇒0 

2ch コンプレッサー・リミッターと機能が重複

するため、同機材の数量を 2 台とし、本機材

については削除した。 

ムービングライト 3⇒0 

要請されていた機材の性能、数量では同セン

ターの規模に鑑み不十分である。他方、機材

のグレードを上げ数量を増やす場合は消耗品

の購入、メンテナンスの面から維持管理が難

しいと思われるため、削除した。 

レザースキャナー 2⇒0 
特殊効果に特化した機材であり文化無償協力

に馴染まないため、削除した。 
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ストロボライト 2⇒0 
既存機材が十分使用可能であるため削除

した。 

チェイスコントローラー 4⇒0 
特殊効果に特化した機材であり文化無償協力

に馴染まないため、削除した。 

バブルマシン 2⇒0 

シャボン玉を出す機材で、特殊効果に特化し

た機材であり一般文化無償協力に馴染まない

ため、削除した。 

既存ライト用スペアラン

プ各種 

48/48/ 

72/48 

⇒0 

調達先が分からず購入できなかったために要

請されたものであったが、既存機材用のスペ

アパーツは自助努力で購入すべきものであ

り、調査団から調達先情報を提供したところ、

文化・青年・スポーツ省予算にて購入するこ

とで合意したため、削除した。 

１kＷエリプソイダルスポ

ットライト 
24⇒0 同様の既存機材で十分であるため、削除した。

中割り幕（Curtain） 6⇒0 

既存の中割り幕は 2 年前に中古品を購入した

ものである。比較的新しく更新の必要性が認

められないため、削除した。 

ロープ 40⇒0 自助努力で購入可能と判断し、削除した。 

 

表-15 当初要請及び修正版要請に追加した機材 

機材名 数量 追加理由 
ワ イ ヤ レ ス マ イ ク  
アンテナ 

0⇒4 
ワイヤレスマイクシステム構成上必須であ
る。 

マイクケーブル 0⇒一式 
マルチマイクケーブルから個別に音響ミキサ
ーに接続するために必須である。 

スピーカーケーブル A 0⇒4 
ステージモニタースピーカーの接続に使用す
る。 

スピーカーケーブル B 0⇒4 
ステージモニタースピーカーの接続に使用す
る。 

スピーカースタンド 0⇒4 
舞台装置立て込みの関係でモニタースピーカ
ーを床に置けない場合に使用する。 

プロジェクタースタンド 0⇒1 
マルチメディアプロジェクター設置に必要で
ある。 

スクリーン 0⇒1 
既存機材になく、マルチメディアプロジェク
ター投影時に必要である。 

フレネルレンズスポット
ライト 

0⇒40 

ベース明かり作り用機材の不足を補い、既存
のエリプソイダルライトをベース明かり作り
から外して（本来の使用方法である）演出効
果用に使用できるようにする。 

パーライト 0⇒48 

演出効果用の照明機材として基本的な機材で
あるが、同センターは所有していない。本機
材は扱いやすくメンテナンスが容易で、演出
効果にも通常の基本照明にも使用可能である
ことから、既存機材の不足を補うものとして
必要性が認められ、追加した。 

クロスバー付き照明  
スタンド 

0⇒6 
照明効果として使用する需要が高いものの、
所有していないため、追加した。 
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プロジェクト位置図 

 

(中米地図) 

 

    

(エルサルバドル地図) 

 

（出典：University of Texas Libraries） 

 

 

エルサルバドル共和国 

サンサルバドル市 

(首都、案件所在地) 

サンタアナ市 

(「エ」国西部の主要

都市。首都に次いで人

口が多い。) 

サンミゲル市 

(首都に次ぐ第二

の主要都市。) 
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 写     真 

 
写真-1：大学劇場外観。 

 
写真-2：大学劇場内部。座席数 350 席。 

 
写真-3：大学劇場にて 2009 年 5 月に催された

地域の子供向けのイベント。客席は満席とな

る盛況。 

 
写真-4：同左。地球環境をテーマとした劇。環

境汚染の実態やその対策として個人ができる

ことを、子供たちに分かりやすく伝えている。 

 

 
写真-5：現地調査時（2009 年 8 月）、天井の梁

から鎖で下げられた照明バトン。2010 年 5 月

現在は、工事のため撤去されている。 
 

写真-6：パーライトの形状をしたリフレクター

ライト。光量が不足している上、パーライトで

あれば球を交換することにより可能なビーム幅

の調整が、リフレクターライトではできない。 

 

 
写真-7（左）：客席後方に設置された調整室 

写真-8（右）：調整室内部。機材を設置するための

広さは十分ある。  
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写真-9：調整室に置かれた音響機材。故障して

いるミキサー、パワーアンプ及び DVD プレー

ヤーのみで、他に既存機材はない。 

 
写真-10：ミキサーは故障しており、電源を入

れると異臭とともに後ろから煙を発する。修理

不可の状態である。 

 
写真-11：舞台後方に設置された移動式スクリ

ーン。ホリゾント幕としても使用されている。 

 
写真-12：エルサルバドル国立大学から提出さ

れた改修工事の進捗を伝えるレポート(2010 年

4 月 30 日付)添付写真。 

 
写真-13：舞台上の基礎にボルト止めされる 

グリッド脚部プレート。大学内で制作された。 

 

 

 
写真-14：大学の工学・建築学部鉄鋼作業所に

て製作中の照明グリッド（2010 年 2 月撮影）。 

 
写真-15：サンサルバドル市内の劇場用機材取

扱店。本邦、海外メーカー等の正規代理店で

ある。 

 
写真-16：左記店舗にて販売されている各種 

照明機材用ランプ球。 
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1. プロジェクトの背景・経緯 

(1) 要請の背景・目的 

エルサルバドル国立大学は、エルサルバドル共和国（以下「エ」国という。）の首都サン

サルバドル市の中心部に位置し、1841 年に創立された「エ」国唯一の公立大学である。   

大学劇場は、2002 年に同大学本キャンパス内に開設され、大学関連行事に限らず、広く  

一般市民に向けた学術・文化・芸術関連行事が行われてきている。また、国立大学の施設

として、市民・児童に向けた社会的啓発活動も行われている。大学劇場の使用料及び入場

料はいずれも無料であることから、大学関係者のみならず、多くの一般市民が無料で幅広

く文化活動に親しむことのできる場として、高く評価されている。しかしながら、大学  

劇場の果たしている役割に比して圧倒的に機材が不足しており、使用を希望する主催者に

とって大きな制約となっている。 

「エ」国政府は、大学劇場の音響・照明・視聴覚機材を整備することにより、大学劇場

において実施される各種文化行事（音楽、演劇、講演等）の質を高めるとともに、さらに

多くの利用者による文化活動や社会啓発活動の実践を可能とすることを目的として、  

音響・照明・視聴覚機材調達のための資金協力を我が国に対し要請した。 

 

(2) 要請の内容 

1）要請年月 2008 年 10 月 

2）要請金額 49.95 百万円 

3）要請内容 合計 30 品目 

 ①音響機材：オーディオミキサー等 11 品目 

 ②照明機材：調光器等 11 品目  

 ③視聴覚機材：DLP プロジェクター等 8品目 

 

2. 我が国の関連分野への協力 

(1) 我が国の関連分野への協力 

我が国の関連分野への協力実績を表-1 に示す。同表のとおり我が国支援により、「エ」国

の首都サンサルバドル市を始め、国内主要都市の国立劇場に対する機材整備が実施されて

いる。 

また、エルサルバドル国立大学に対しては、1975 年から現在（2010 年 5 月）までの長期

にわたり日本語教育の青年海外協力隊員が派遣されており、我が国無償資金協力により日

本語教育のための LL 機材も整備され、大学全体に親日感情が醸成されている。我が国との

文化交流も活発に行われており、毎年、日本文化祭や日本映画祭、日本語スピーチコンテ

ストなど、様々な日本に関する文化イベントが、在エルサルバドル日本大使館や JICA エル

サルバドル事務所、国際交流基金からの後援を得て実施されている。 
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表-1 我が国の関連分野への協力実績 

（単位：百万円） 

実施年度 協力形態 案件名 
供与 

限度額 
概要 

1991 年 文化無償資金

協力 

エルサルバドル国立劇場に対

する音響・照明機材 

50.0 音響機材及び照明

機材の整備 

1997 年 文化無償資金

協力 

国立サンタアナ劇場に対する

音響・照明機材 

50.0 音響機材及び照明

機材の整備 

1999 年 文化無償資金

協力 

国立プレシデンテ劇場に対す

る音響機材 

38.2  音響機材の整備 

2000 年 文化無償資金

協力 

ダビッド・J・グスマン国立博

物館に対する視聴覚機材 

36.3  視聴覚機材整備 

2006 年 一般文化無償

資金協力 

サンミゲル市フランシスコ・ガ

ビディア国立劇場音響及び照

明機材整備計画 

38.7  音響機材及び照明

機材の整備 

2007 年 一般文化無償

資金協力 

サンサルバドル市国立劇場音

響・照明機材整備計画 

73.9  音響機材及び照明

機材の整備 

1996 年 文化無償資金

協力 

エルサルバドル国立大学に対

する LL 機材 

43.0 LL 機材の整備 

1975 年～

現在 

ボランティア

事業 

エルサルバドル国立大学に対

する日本語教師派遣（青年海外

協力隊） 

 日本語教師 

累計 13 人 

 

なお、1996 年度文化無償資金協力にて整備された LL 教室機材（48 人用 LL 機材）につい

て、その維持管理状況や活用状況について調査したところ、2009 年 8 月現在、大学の人文

学部言語学科の授業に使用されていた。常駐の維持管理者が配置され、月曜日から金曜日

まで毎日、午前と午後にほぼフルタイムで、日本語、英語及びフランス語の授業に使用さ

れている。すでに設置後 10 年以上が経過しており、カセットテープ再生機やパソコンは  

十分に活用された後、使用不可能となっていたが、ヘッドセットについては 40 人分が使用

可能であり、CD と組み合わせて授業で使用されている。また、書画装置、ビデオプロジェ

クター及び電動スクリーンについては、ビデオプロジェクターの投影具合に問題があるも

のの使用可能で授業に使用されている。パソコンについても、フロッピーディスク部分や

CD ドライブ部分を入れ替えて使用した形跡が残っており、修理などを重ねて 大限活用す

る努力を重ねてきたことがうかがえた。さらに、常駐の技術者が配置されており、大学と

して機材の維持管理に係る適切な措置を取っていることが確認できた。 
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(2) 他のドナー国・機関の援助動向 

 

表-2 他のドナー国・機関の援助動向 

（エルサルバドル国立大学への協力実績） 

実施年度 機関名 案件名 金額 援助形態 概要 

不明 スペイン、ドイツ、フラ

ンス、韓国、台湾、イス

ラエル、メキシコ、アメ

リカ合衆国の機関 

不明 不明 不明 学術、科学、文化

分野への支援 

 

3. プロジェクトの実施体制 

(1) 組織 

本プロジェクトの主管官庁は教育省、実施機関はエルサルバドル国立大学である。エル

サルバドル国立大学は教育省から予算配分を受けているが、自治権を有しており、本案件

への教育省の関与はない。また、「エ」国の文化芸術分野の活動に関して、文化庁が管轄し

ていることから、大学劇場の上演時の照明機材操作は、文化庁管轄下のサンサルバドル国

立劇場の技術者の支援を受けている。しかし、本案件への文化庁の関与は、機材の選定に

係る技術的な助言に留まっている。 

エルサルバドル国立大学は、1841 年に創立され 2010 年 2 月に 169 周年を迎えた、「エ」

国唯一の公立大学である。125 の学科を有し、サンサルバドル市内に本キャンパス、サンミ

ゲル県に東部キャンパス、サンタアナ県に西部キャンパス、サンビセンテ県に中部キャン

パスを有する総合大学である。“Hacia la Libertad por la Cultura”（文化を通して自由

へ）をスローガンに、科学・芸術・文化を保護、推進し広めることを目標に掲げ、様々な

活動を行っている。特に、大学劇場を管理する芸術文化局では、広く学生に向けて様々な

文化芸術分野のワークショップ（絵画、美術、舞踊、演劇、音楽等）を開催している。ま

た、ワークショップ受講生の中から選抜された学生により大学劇団、大学民族舞踊団、大

学近代舞踊団、ラテンアメリカ音楽グループ、大学合唱団を組織している。「エ」国の教育

課程においては、美術、音楽、演劇等の芸術文化関係の授業がないため、大学のこうした

活動は、「エ」国の芸術文化の振興に重要な役割を果たしている。 

大学劇場は、大学の施設でありながら、広く一般市民に開放された施設として、表-3 に

示すとおり様々な催事が行われている。これらは学内の教育・学術・文化・芸術関連行事

に留まらず、地域社会の問題や環境問題等をテーマとした社会啓発活動も積極的に行って

いる。例えば、新型インフルエンザ流行時には、保健省の協力の下、地域住民に感染予防

対策を呼びかける拠点となったほか、子供たちを対象に地球環境問題や内戦をテーマにし

た演劇を実施している(写真-3、写真-4 参照）。また、様々な教育機関、特に初等中等教育

機関を対象とした芸術文化プログラム活動も行われている。 

2007 年から 2009 年までの実績では、式典・講演・会議等が全体の 64%を占め、以下映画

（学術映画、ドキュメンタリー、外国映画等）が 17% 、舞踊及び演劇等が各々10％弱と   
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なっている。2008 年初めに現在の芸術文化局長が就任して以来、活動強化が図られ、公演

回数が著しく増加している。さらに、大学劇場は、改修工事(2010 年 8 月完了予定)を行っ

ており、改修後には、一般市民に日本文化(舞踊、音楽、映画等)を紹介する行事を計画し

ている。 

 

 表-3 大学劇場の活動実績 

  式典、

講演、

会議、

その他

演劇 

ﾐｭｰｼﾞｶ

ﾙ 

舞踊 映画 音楽 合計 

公演回数  88 2 2 16 0 108 2007 年 

（実績） 観客数  12,255 1,050 440 1,715 0 15,460 

公演回数  148 28 19 29 5 229 2008 年 

（実績） 観客数  13,901 3,062 2,165 2,970 193 22,291 

公演回数  130 19 31 51 4 235 2009 年 

(1月～7月) 観客数  10,198 2,014 2,155 3,714 625 18,706 

公演回数  156 44 38 61 22 321 案件実施

後の計画 観客数 (未算出) 

    （出典：エルサルバドル大学芸術文化局 提出資料） 

  

エルサルバドル国立大学の組織図を図-1 に、大学劇場の組織図を図-2 に示す。 

大学総会
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図-1 エルサルバドル国立大学 組織図 
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図-2 大学劇場 組織図 

 

大学劇場は、エルサルバドル国立大学の芸術文化局が管轄している（図-2 参照）。会計、

出版、音響、照明、舞台機構、マーケティング、通信については専属職員がおらず、会計

については大学の予算課が管理し、出版、音響、マーケティング及び通信については印刷

局及び通信局1が、照明についてはサンサルバドル国立劇場が、舞台機構については工学・

建築学部金属機械加工生産学科及び施設設備開発部電気設備設計監督課が、それぞれ技術

的支援を行っている。 

なお、大学劇場は本案件の実施を視野に、学長のイニシアチブの下、2009 年秋から施設

の改修工事を開始した。本工事により、フライダクトや配電盤、照明機材吊り込み用のグ

リッドなどの設備が整う予定である。本工事は、基礎工事及び支柱、梁等の設置は大学内

の工学・建築学部金属機械加工生産学科が担当し、電気工事については、外部に発注する

こととしている。2010 年 4 月 30 日現在、改修工事は順調に進んでおり、電気工事を残すの

みである。電気工事については 5月に入札を行い、発注から 60 日以内に工事が完了する見

込みである。また、本案件実施後は、大学劇場の専属技術者 4 人を採用する計画であり、

劇場施設及び劇場運営の技術レベルについて大きく改善される見込みである。 

 

(2) 財政状況 

表-4 に大学劇場の収支状況を示す。エルサルバドル国立大学への予算は教育省から配分

され、大学劇場への予算は大学の予算課が管理している。大学劇場の使用料は無料であり、

                                               
1 エルサルバドル国立大学通信局は、テレビ放送（国営テレビ局に週 3本の番組を提供）、ラジオ放送、雑

誌出版等を行っている。 
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公演収入や会場レンタル料は発生しない。（大学の方針として使用料を無料としており、 

有料化するためには、大学総会、高等審議会及び学長の承認が必要となる。）そのため、  

大学劇場の予算（収入）は、大学から配分される予算がすべてである。 

2010 年度はすでに本案件の実施を想定して、2万ドルの維持管理費を計上している。2009

年 8 月の現地調査時点では、維持管理費以外の支出費目に対する予算計上額は未定であっ

たが、実際の各費目への支出は、予算割当額内で必要に応じてなされることになっており、

不足する場合には、学内で必要な手続きを経て予算が増額されるとのことである。本案件

の実施によりこれまで機材のレンタル費に充てていた金額については、不要となり、維持

管理費への振替が可能となる。 

 

表-4 エルサルバドル大学劇場予算 

（単位：ドル）

会計年度（1月～12月まで） 2007年（実績） 2008年（実績） 2009年（実績） 2010年（計画）

教育省予算 512,439,245.00 632,668,400.00 697,597,140.00

エルサルバドル国立大学予算 52,744,390.00 54,788,545.00 55,235,625.00

大学劇場予算 51,738.05 51,000.00 55,000.00 65,000.00

イベント関連（機材レンタル、パンフレット
印刷、衣装等）

32,573.63 35,000.00 23,639.00

光熱費 1,500.00 1,700.00 900.00

維持管理費（施設、機材） 7,017.85 8,000.00 8,000.00 20,000.00

その他 3,704.00 2,500.00 2,100.00

合　計 44,795.48 47,200.00 34,639.00

収　入

支　出

 

（出典：大学劇場 提出資料） 

 

(3) 技術水準 

現状では大学劇場に専属の技術者はいない。しかしながら、大学劇場は朝 7 時から夜 10

時までと長時間にわたって使用されることがあり、そのような場合には交代制を取る必要

があること、演目によっては音響機材の操作、調光卓の操作、2台のフォロースポットライ

トの操作に計 4 人の技術者が必要となることから、音響、照明、視聴覚機材の全ての操作

を行える技術者 4 人を新規に採用する予定である。採用手続きは、本件協力の実施が決定

され次第、国立大学芸術文化局から必要な技術者の人数及び資格要件等を大学人事課に伝

え、人事課が公募により行う予定である。なお、専属の技術者の雇用後も、必要に応じて

文化庁下の国立劇場の技術者の技術的サポートを受けることが可能である。 
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(4) 既存施設・機材 

大学劇場の既存機材は、表-5 のとおりである。 

 

表-5 既存の音響機材、照明機材及び視聴覚機材 

No 機材名 数量 設置年 状態 

音響機材 

1 ミキサー 1 2006 年 故障 

2 パワーアンプ 1 2005 年 ほぼ良好 

3 DVD プレーヤー 1 2005 年 良好 

4 スピーカー 6 2005 年 ほぼ良好 

5 ワイヤレスマイク 1 2004 年 良好 

照明機材 

1 簡易 4ch ディマー 6  2005 年 1 台は 2ch が 

故障 

2 12ch 2 段プリセットフェーダー 

コンピューター調光卓 
1 2005 年 良好 

3 650W リフレクターライト 13 2005 年 使用可 

4 エリプソイダルライト（ビーム角 36°） 2 2005 年 良好 

5 一般用途向けシールドビームライト 4 2005 年 使用可 

6 作業用フラットライト（大） 2 2005 年 故障 

7 作業用フラットライト（小） 2 2005 年 使用可 

視聴覚機材 

1 プロジェクター 1 2006 年 性能劣化 

2 移動式スクリーン 1 2005 年 ホ リ ゾ ン ト

幕と兼用。スク

リーン素材で

はない 

 

既存の音響機材に関しては、2002 年の大学劇場設立当初、音響システムは存在せず、そ

の後必要に応じ、少量の機材を大学予算で徐々に購入してきた。しかし故障発生や、2006

年にスピーカーやパワーアンプが盗難に遭ったこともあり、既存の音響機材では劇場音響

システムとして機能していない。そのため催事に応じ必要な機材を借用、またはレンタル

しなければならない状態である。 

既存の照明設備は同劇場建設時に設置され、照明機材は 2005 年に購入された。照明設備

としては、格子状に組んだ細いパイプを照明バトンとして舞台上に設置しているが、升目

が大きすぎて効果的な照明機材の配置が困難となっている。またこれ以外の照明機材吊り

込み用設備は皆無で、スピーカーやプロジェクターのウォールブラケットに無理矢理照明

機材を組み付ける形で使用している。いずれも照明回路は配線されておらず、延長ケーブ

ルを引き回して代用しており、さらに耐荷重の点からも、現状以上の機材を設置して運用

するのは難しい。 

既存の照明機材は、劇場の規模に照らして質も数も不足しており、音響機材と同様、劇
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場照明システムとして機能していない。音響機材の不足、専属技術者の不在とも相俟って、

使用を希望する団体にとって公演実施上の障害となっている。 

現在実施されている内部改装・配電工事では、8チャンネルの回路を組み込んだフライダ

クトを 4本と、フロントシーリングバトン 1本、舞台上に照明機材吊り込み用グリッド（ス

ノコバトン）が設置される予定である。なお、フライダクトは、フロントシーリングバト

ンに 1本、グリッドの上に 3本設置される予定である。 

既存の視聴覚機材に関しては、2006 年にプロジェクターが盗難に遭い、現在使用してい

るものは、同大学の他部局から長期借用しているものである。また、映写スクリーンはホ

リゾント幕兼用であり、汚れやしわが発生している上、そもそもスクリーン用の生地素材

が使われていないため、映写効果が制約されている。 

また、大学劇場は 2006 年の盗難事件後、24 時間体制での警備員の配置、音響・照明調整

室ドアの施錠及び倉庫等への施錠・鉄格子の設置等の対応を取った。しかしながら、劇場

の入り口扉には鍵が付いていない等、まだ万全ではない。そのため、上記改装・配電工事

に併せ、劇場入り口の扉を錠付のものに取り替える等、防犯対策の強化も図る計画である。 

 

4. プロジェクトの内容 

(1) プロジェクトの概要 

1）上位計画 

 「エ」国は 1993 年、教育関連法の一つとして「エルサルバドル文化遺産保護特別法」を

制定した。同法は、「教育省または副大臣は文化遺産を管理し、文化遺産及び文化財の救出、

調査、保存、保護、推進、振興、発展、普及及び評価を行う」と謳っている。エルサルバ

ドル国立大学は、「エ」国唯一の公立大学として、同法を推進する責任と義務を使命として

おり、様々な分野で将来指導的役割を担う若者たちに、「エ」国の芸術文化及び文化一般に

ついての貴重な知識を提供している。芸術文化局は、実際にその実施を担当し、大学の学

生、一般市民及び初等教育機関に対して、芸術文化の普及と振興のための活動を行って  

いる。本案件は、同劇場の機材整備によりこれらの活動に資するものであり、上位計画と

合致している。 

  

2）当該セクターの現状 

大学劇場は、2002 年にエルサルバドル国立大学本キャンパス内に開設された、客席数 350

席の劇場である。舞台寸法は間口約 10ｍ、奥行き約 12ｍ、プロセニアムの高さ約 6.5ｍの

小規模な劇場であるが、舞台奥に上手下手の舞台袖へ行き来できる通路が用意され、十分

な広さの調整室や楽屋など、建物としては比較的整っている。2008 年初めに現在の芸術文

化局長が就任して以来、大学劇場の活動を強化しており、2007 年の催事数 108 回、観客動

員数約 15,000 人に対して、2008 年には 229 の催事を行い、約 22,000 人の観客動員数が、

2009 年は 7月までに 235 の催事を開催し、約 19,000 人の観客動員数があった。大学劇場は

基本的に月曜日から金曜日まで（時には土曜日まで）高い稼働率で利用されており、一日

に複数の催事に利用されることもある。 
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エルサルバドル国立大学は、「エ」国民の直面する様々な課題に取り組み、その解決方法

の提案を行うことを使命の一つに掲げており、大学劇場では学内の教育・学術・文化・芸

術関係行事のみならず、地域住民を対象に、地域社会の問題や価値観、環境等をテーマと

した社会啓発的活動も行っている。また、様々な教育機関、特に初等中等教育機関に対し

て芸術文化プログラムを実施しており、これらは各々の学校の教育活動の一つとして取り

入れられている。 

サンサルバドル市内には、大学劇場のほかにサンサルバドル国立劇場（座席数 675 席）、

国立プレシデンテ劇場（座席数 1,500 席）、人類学博物館ホール（座席数 200 席）、私立大

学の講堂等があるが、大学劇場のみが使用料・入場料とも無料にて、広く学生及び一般  

市民・児童向けの教育・文化・芸術・社会的活動を行っている。 

また、大学劇場では毎年日本文化関連行事が行われており、言語学科が主催する「日本

文化祭」、同学科が主催し、日本大使館、JICA エルサルバドル事務所、国際交流基金が後援

する「日本語スピーチコンテスト」、大使館の主催する「日本映画祭」が実施されてきた。

しかしながら、「日本語スピーチコンテスト」及び「日本映画祭」については、2008 年以降、

大学劇場に十分な機材及び機材を操作する専属の技術者がいないことから、大学劇場に替

わってサンサルバドル市内の人類学博物館ホールにて開催されている。関係者によると、

機材及び技術者の問題が解決されれば、大学劇場において開催することを強く希望してい

るとのことである。 

このように、大学劇場の果たしている役割や期待される役割に比して圧倒的に機材が 

不足しており、緊急な機材整備が求められている。 

 

3）プロジェクトの目的 

本プロジェクトは、大学劇場の音響・照明・視聴覚機材を整備することにより、大学劇

場において実施される各種文化行事（音楽、演劇、講演等）の質を高めるとともに、さら

に多くの利用者による文化活動や社会啓発活動の実践を可能とすることを目的としている。 

 

(2) プロジェクトの基本計画 

1）設計方針 

本プロジェクトは、以下の方針に基づき計画することとした。 

大学劇場は広く学内及び市民に開放され、芸術・文化・教育振興及び普及のための施設

として活用されている。活用目的及び活用状況に即した小規模文化施設に必要とされる基

本的かつ 低限の劇場音響システム、照明システム及び視聴覚機材を整備する機材内容と

する。 
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2）基本計画（機材計画） 

上記設計方針に基づき、設置場所の規模、先方の要望等を勘案の上、以下の経緯及び根

拠により、計画対象機材の選定を行った。主要な機材リスト及び用途は表-6 のとおりであ

る。 

 

表-6 主要機材リスト及び用途 

分類 主な機材名 用途 数量 優先順位

オーディオミキシ
ングコンソール 

マイクや機器ラック内の音響機器からの
音声信号を調整し、パワーアンプに出力
する。 

一式 A 

機器ラック 
ワイヤレスマイク受信機や音声再生機、
パワーアンプなどを搭載したラック。 

一式 A 

メインスピーカー 
パワーアンプからの音声信号を再生し、
劇場内に拡声する。公演、式典など多目
的に使用する。 

2 A 

音響機材 

マイク、マイクス
タンド 

公演、式典などで、演者の音声を集音す
るために使用する。 

一式 A 

調光器 
照明灯体に電力を供給し、光量を調整す
る。 

一式 A 

調光卓 調光器を操作する 一式 A 

フレネルレンズ
スポットライト 

劇場内での演出照明に使用する。照射面
の輪郭がソフトで、主に基本明かりに用
いる。 

24 A 

平凸レンズスポ
ットライト 

劇場内での演出照明に使用する。照射面
の輪郭が明確で、主に基本明かりに用い
る。 

12 A 

パーライト 
劇場内での演出照明に使用する。主に効
果明かり用。 

24 A 

エリプソイダル
スポットライト 

劇場内での演出照明に使用する。主に効
果明かり用。 

6 A 

ローサイクロラ
マライト 

劇場内での演出照明に使用する。サイク
ロラマ（ホリゾント幕）を下側から照ら
して色を染める。 

一式 A 

アッパーサイク
ロラマライト 

劇場内での演出照明に使用する。サイク
ロラマ（ホリゾント幕）を上側から照ら
して色を染める。 

30 A 

照明機材 

フォロースポッ
トライト 

劇場内での演出照明に使用する。調整室
から舞台上の演者を手動追跡で照らす。

2 A 

ビデオケース 
DVD プレーヤーを内蔵し、調整室または
舞台上で DVD を再生する。 

1 A 

ビデオプロジェク
ター 

劇場天井に設置し、映像を上映する。 1 A 
視聴覚 

機材 

250 インチ電動ス
クリーン 

劇場天井に設置し、ビデオプロジェクタ
ーから映像を投影する。 

1 A 
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① 音響機材：既存の音響機材では劇場音響システムとして成立していないことから、

基本的な劇場音響システムを整備する内容とした。また、学生も機材操作を行う  

可能性があることから、アナログ式機材のオーディオミキサー等、高度な技術力を

要することのない機材レベルとした。 

スピーカー類は、劇場の広さ及び設置場所、音響調整の容易さを考慮し、メイン

スピーカー2台、サブウーハー2台、フォールドバックスピーカー4台を一式とした。

マイク類については、多目的な使用を考慮し、ラベリア型ワイヤレスマイク 2 本、

ダイナミックマイク 8本、コンデンサーマイク 4本及びスタンドを一式とした。 

② 照明機材：既存の照明機材が僅かであることから、劇場の規模に応じた調光システ

ムに加え、今後の同劇場使用計画（催事の多様化、具体的には、演劇・舞踊・音楽

プログラムの増加）に対応可能な 小限の照明機材を整備する内容とした。 

調光器は 32ch、調光卓は 32ch の 2 段プリセットフェダーデジタル調光卓とした。 

フレネルレンズスポットライトは、舞台上の一つのフライダクト（グリッドの上 

に設置）につき 1 色 4 台×2 の 8 台で、これが 3 列分の計 24 台（基本明かり用）、

平凸レンズスポットライトは、フロントシーリングバトンに 1色 4台×2の 8台（基

本明かり用）、さらにサスペンションスポットとして使用する予備（グリッドまたは

フロントシーリングに付けて、演出効果用に明かりを補強する）として 4台の計 12

台とした。 

パーライトについては、現在も 650W ハロゲン球を使用するパーライト形状の照明

機材を 13 台保有しているが、数がそもそも十分でない上に、通常のシールドビーム

ライト球ではなくレンズ無しのリフレクターライトであることから、ライト球交換

によるビーム幅の調整が出来ず、光量も不足している。大学劇場は今後演目の多様

化を図っていることから、扱いやすくメンテナンスも簡易で、演出効果のみならず

通常の基本照明にも転用できる 1kW のパーライトを 24 台選定し、2種類のビーム幅

を使えるように内 16 台をミディアム球、8台をナロー球使用機材とした。 

エリプソイダルスポットライトは、強くてシャープなラインの光を出し、演出効

果用の照明機材として多用されているものであるが、現状の 2 台では演目の多様化

に応えられるほどの数量がないため、既存機材よりビーム角の狭い 26°のものを 

劇場の規模にあわせて 6 台選定した。また、演出効果のみならず、セミナーや講演

時の話者のサスペンションスポットライトとしても活用できるようにアイリス  

シャッターを付属とした。 

アッパーサイクロラマライト及びローサイクロラマライトについては、同劇場に

既存設備として幅 10m、高さ 6m のビニール素材の稼動式スクリーンが設置され、  

このスクリーンを前方からのライトによりサイクロラマ(ホリゾント幕）としても使

用しており、今後もホリゾント幕として使用を継続したいとの意向があった。ホリ

ゾント幕専用のライトがあれば、上下から光を投射することにより幕の色を変え、

比較的手軽にシーンの転換や演出効果を得ることができるため、この幕に色を投射

するためのサイクロラマライトを上下一式、選定した。（ローサイクロラマライトに
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関しては、メーカーによってワット数と機材形状が異なることから、10ｍ幅のホリ

ゾント幕に適した機種と数量を一式とした。） 

フォロースポットライトについては、同劇場は小規模な劇場で観客席と舞台の距

離が非常に近く、演目によっては演者が舞台から客席に降りることも多いとのこと

であるが、現在は客席に降りた演者を追跡して照らすフォロースポットライトがな

い。同劇場は調整室が広く、舞台に面した窓も大きく取られていることから、左右

から照らすために 2台選定した。 

なお、各照明機材のランプ寿命は 200 時間ほどであり、劇場稼動時間を年間 1,000

時間と想定すると、単純計算で三ヶ月もたないことになる。実際の運用では、劇場

稼働中に必ず照明機材が点灯しているわけではないこと、点灯していても 100％出力

での連続点灯ばかりではないことなどを鑑みて、一年間稼動できる数量として、ス

ペアランプを 2 個ずつ選定した。フォロースポットライト用ランプのランプ寿命は

他のランプとくらべて 1,000 時間と余裕があるが、フォロースポットライト用ラン

プは非常に高価であり、調達にも時間がかかることが予想されるため 2個とした。 

また、照明の光に色をつけ、演出効果を高めるためにカラーフィルターが必要と

なる。ピンク、赤、オレンジ、黄、緑、青、紫の計 7 色を、それぞれ明色と暗色で 

2 種類ずつ選定することとした。カラーフィルターは、全紙とよばれる 570x450mm

の一枚から、レンズ径 8 インチの照明機材用サイズが 4 枚取れる。照明操作指導時

での使用も考慮し、必要 小限の数量を計画対象とした。 

③ 視聴覚機材：現在設置されているプロジェクターは大学内の他部局からの借用品で

ある上、投影距離に比して照度が低く、十分な投影効果を得られていない。使用目

的が、舞台上及び調整室から PC を使用してのプレゼンテーション及び DVD の上演等

であることから、使用目的に対応可能なシステムとした。 

 

優先順位については、音響機材及び視聴覚機材は、システムとして 低限必要なものに

絞り込んでいるため、全ての機材に優先順位 Aを付した。 

照明機材については、既存機材が著しく少ないこと、また照明効果の観点から必要 低

限の機種、数量を選定し、すべての機材を優先順位 Aとした。 

なお、「エ」国の電圧は 120V、周波数は 60Hz、ビデオ方式は NTSC 方式である。また、ワ

イヤレスマイクの周波数及び出力に関しては、日本国内仕様の機材であっても同国の電波

法上その使用に問題がないことを、同国電波通信監督局（Superintendencia General de 

Electricidad y Telecomunicación: SIGET）から書面にて確認済みである。 

また、要請機材の設置予定場所は表-7 のとおりである。 
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表-7 要請機材の設置予定場所 

機材名 設置場所 

【音響機材】  

ミキサー、モニタースピーカー、機器ラック 客席後部の音響照明調整室 

メイン、サブウーハースピーカー 舞台上手、下手に床置き 

フォールドバックスピーカー 公演内容に応じ舞台上に自由に配置 

フォールドバックスピーカー用チャンネルボ

ックス 

4 個口ボックスを舞台上手袖 

ワイヤレスアンテナ 舞台上手、下手に各 1台 

12ch マイクチャンネルボックス 舞台下手袖 

マイクロホン、マイクスタンド、マイクケー

ブル 

未使用時は音響照明調整室内に保管 

【照明機材】 

調光器 劇場下手の電源室 

調光卓とフォロースポットライト 音響照明調整室 

照明機材 劇場内、未使用時は舞台脇の鍵付き倉庫

【視聴覚機材】 

ビデオプロジェクター 客席後部（後から３列目あたり）の天井

より吊下げ。吊下げ下地工事は劇場側に

て対応。 

DVD プレーヤー 可搬型ケースに収納し舞台上又は音響

照明調整室内で使用 

250 インチ電動スクリーン 舞台天井に新設予定のグリッドに取付

け 

ビデオ接続ボックス 舞台下手袖 

 

なお、音響照明調整室の扉は施錠され、空調設備も完備されている。また、大学劇場は

前述のとおり、24 時間体制での警備員が配置され、倉庫等は施錠・鉄格子の設置が行われ

ているが、劇場の客席入口扉には鍵がついていないため、改修工事にあわせて鍵付きのド

アに交換される予定である。 
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3）機材等調達計画 

 本プロジェクトにて調達される機材の調達先は、表-8 に示すとおりである。 

 

表-8 機材等調達先 

原産国 
分類 機材名 

現 地 日 本 第三国 

オーディオミキシングコンソール  ○  

機器ラック  ○  

メインスピーカー  ○  

サブウーハースピーカー  ○  

フォールドバックスピーカー  ○  

フォールドバックスピーカー接続ボックス  ○  

フォールドバックスピーカー接続ケーブル  ○  

モニター用パワードスピーカー  ○  

マイク、マイクスタンド  ○  

ワイヤレスマイクアンテナ  ○  

音響機材 

マイクケーブル、マイクコネクターボックス  ○  

調光器  ○  

調光卓  ○  

フレネルレンズスポットライト  ○  

平凸レンズスポットライト  ○  

パーライト  ○  

エリプソイダルスポットライト  ○  

ローサイクロラマライト  ○  

アッパーサイクロラマライト  ○  

フォロースポットライト  ○  

照明機材 

クロスバー付きスタンド  ○  

ビデオケース  ○  

ビデオプロジェクター  ○  

250 インチ電動スクリーン  ○  

ビデオ接続ボックス  ○  

視聴覚 
機材 

ビデオ接続ケーブル  ○  

 割合（％） 0％ 100％ 0％ 

 

本プロジェクトで調達される機材の輸送は、日本側経費負担により、契約業者が行う。

日本から調達される機材はコンテナ詰めされた後、海上輸送され、「エ」国アカフトゥラ港

で陸揚げされ、コンテナのままサンサルバドル市内の同劇場まで運ばれる。海上輸送には

30 日程度、内陸輸送には 10 日程度を要する。同国は免税方式を取っており、船積書類入手

後、エルサルバドル国立大学及び「エ」国外務省により、無税通関手続きが取られる。 

なお、サンサルバドル市内には有名音響メーカーの正規代理店など、音響機材及び照明

機材を扱う複数の店舗があり、メーカーによっては消耗品やスペアパーツの現地調達が可

能である。照明機材の一部のランプ球についても現地調達が可能であることを確認した。 
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4）機材据付及び操作指導 

すべての機材について、据付が必要となる。また、新規に技術者を雇用することから技

術レベルについて未知数であり、機材据付時の初期操作方法の説明に加え、十分な期間の

トレーニングの実施が必要とされる。トレーニングの内容としては、機材の概要説明、操

作・使用方法、維持管理方法、実践的操作訓練等が挙げられ、期間は 低 1 週間必要であ

ると思われる。 

 

5）事業実施工程表 

 本プロジェクトの事業実施工程表を表-9 に示す。
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 表-9 事業実施工程表 
  

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

交換公文（E/N)締結 ▽

贈与計画（G/A) ▽

調達監理契約 ▽

調達監理認証 ▽

入札仕様書作成

機材価格、諸経費調査 ▽

予定価格の作成 ▽

入札公告(案）の作成 ▽

入札図書(案）の作成 ▽

入札図書承認 ▽

在京大使館への入札手続き説明 ▽

入札公告、入札図書配布 ▽

質問受付・回答（アメンド含む）

入札 ▽

入札評価

業者契約締結 ▽

業者契約認証 ▽

発注 ▽

機材製作

船積前検査

輸送

納入・開梱

機材据付工事

初期操作指導・運用指導

業務完了の確認 合計M/M

0.09 0.12 0.10 0.09 0.10

0.20 0.23 0.19 0.17 0.07 0.2 0.17

入
　
札
　
段
　
階

契
約

月

0.50

1.23

調
　
達
　
段
　
階

要
員
計
画

業務主任（3号）

機材調達担当（4号）

国内業務
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(3) 相手国側負担事項 

本プロジェクト実施にあたって、「エ」国側の負担事項は表-10 に示すとおりである。  

予算の支出予定項目は未定であるが、2010 年度の同劇場予算額 65,000 ドルの 0.01％に  

満たない金額であり、十分に負担可能な額であると思われる。 

 

表-10 相手国側負担事項 

負担内容 負担経費(ドル) 

支払授権書（A/P）発行、銀行取り極め

（B/A）に係る手数料 
340 

 

(4) 運営維持管理 

既存機材の使用及び維持管理は、大学劇場に専属の技術者がおらず、音響機材及び視聴

覚機材については大学の通信局所属の技術者 2 人（経験 7 年のチーフ格と経験 4 年の技術

者。音響機材の専門ではない）が、照明機材についてはサンサルバドル国立劇場所属の  

技術者 1人（経験年数 30 年、中程度の技術レベル）が出張対応により行っている。本案件

実施後は、新規に雇用する同劇場専属技術者 4 人により、機材の使用及び維持管理が行わ

れる予定である。 

本案件実施後の維持管理予算（消耗品の購入を含む。）の概算額としては、機材の使用  

状況にもよるが、年間約14,000ドル程度必要になると見込まれる（詳細は表-11のとおり）。

大学劇場は、既に施設を含めた維持管理費として年間 2 万ドルの維持管理費を予算計上し

ている。従来、既存施設及び機材の維持管理費に年間 8,000 ドル程度、またこれとは別に

イベント関連費用として機材レンタル等に 30,000 ドル程度を支出しているが、本計画の 

実施により機材のレンタルは不要となることから、年間 2 万ドルの維持管理予算額は現実

的に確保可能な額であると判断される。 

 

表-11 機材の維持管理費（消耗品購入費含む） 

消耗品 単価 使用数 単価×使用数 寿命時間 損耗率 維持管理費

フレネルレンズスポットライト球 ¥8,250 24 ¥198,000 200 200% ¥396,000
平凸レンズスポットライト球 ¥8,250 12 ¥99,000 200 150% ¥148,500
パーライト球 ¥3,700 24 ¥88,800 200 100% ¥88,800
エリプソイダルスポットライト球 ¥6,375 6 ¥38,250 150 150% ¥57,375
ローサイクロラマライト球 ¥3,000 30 ¥90,000 200 70% ¥63,000
アッパーサイクロラマライト球 ¥3,000 30 ¥90,000 200 70% ¥63,000
フォロースポットライト球 ¥114,000 2 ¥228,000 1000 20% ¥45,600
カラーフィルター（明色） ¥560 42 ¥23,520 100% ¥23,520
カラーフィルター（暗色） ¥560 84 ¥47,040 100% ¥47,040
ディマー管理費 ¥350,000
プロジェクター用ランプ ¥50,000 1 ¥50,000 2000 17% ¥8,500

¥1,291,335

※カラーフィルターの使用数は、年間で各色全紙サイズのフィルター6枚消費すると仮定する。

※損耗率は機材の用途と劇場年間想定使用時間および寿命時間から想定する。

※劇場での使用時間を、週4日、リハーサル3時間、本番2時間として、約一年50週で1,000時間と想定す
る。

年間維持管理費

 



II 

 

II-18 

(5) 実施に当たっての留意事項 

 要請機材は、劇場改修計画実施後の電気設備及び照明用設備が完備されていることが前

提となっており、予定通りの工事完了が必須である。工事の進捗については、毎週 JICA エ

ルサルバドル事務所に報告がなされており、2010 年 5 月現在まで順調に進んでいる。2010

年 8 月までには完了する見込みである。 

また、大学劇場は 2006 年の盗難事件後、24 時間体制での警備員の配置、音響・照明調整

室ドアの施錠及び倉庫等への施錠・鉄格子の設置等の措置を図った。しかしながら、劇場

の入り口扉には鍵が付いていないなど、まだ万全でない。そのため、上記改装・配電工事

に併せ、劇場入り口の扉を錠付のものに取り替える等、防犯対策面の強化を図る計画であ

る。 

 

5. プロジェクトの妥当性・実施により期待される効果 

(1) プロジェクトの効果 

1）直接効果 

① これまで主として行われていた会議や講演会等のそれほど機材を必要としなかっ

た催事から、演劇、舞踊及び音楽コンサート等、芸術･文化に特化した催事の増加

が見込まれる。 

② 催事主催者に機材の持ち込みやレンタル等の制約がなくなること、劇場としての音

響・照明システムが整うことから、使用料無料と相俟って、より一層の利用者（劇

場使用者）の増加が見込まれる。  

 

2）間接効果 

① 大学劇場は、大学関係者のみならず、広く一般市民が活用する数少ない文化施設で

あり、大学本キャンパス及び 3地域キャンパスで学ぶ約 5万人の学生及び大学関係

者のみならず、サンサルバドル市民約 150 万人が恩恵を受けるものである。また、

「エ」国の教育課程においては、美術、音楽、演劇等の芸術文化関係の授業がない

ため、大学劇場への支援は、間接的には「エ」国全体の芸術・文化の振興に資する

ものである。 

② 大学劇場では広く地域社会に向けて、社会的問題や環境問題、価値観をテーマと 

した活動を行っており、劇場の利用が高まることにより、より一層地域社会に果た

す役割が増すことが期待される。 

③ 大学が組織する大学劇団や舞踊団は、卒業後「エ」国の将来を担う若者たちで構成

されており、その芸術文化レベルの向上は、将来にわたり同国の芸術文化の発展に

資することとなる。 

④ 大学劇場は、これまでも様々な日本文化関連行事に使用されてきた。劇場では本案

件が実施された場合には、従来の文化行事に加え、大学劇団や舞踊団による日本の

芸術文化の紹介を行いたいとの希望を持っており（この分野でのボランティアや 

指導者の派遣を希望している）、学生レベルや市民レベルでの我が国芸術文化の 
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紹介や文化交流の促進に資することが期待される。 

 

(2) 課題・提言 

1）劇場専属技術者の雇用 

 前述のとおり、現状では劇場専属の技術者が皆無であるところ、調達対象機材の適切な

使用及び維持管理のために、専属技術者 4人の配置が必須である。調達対象機材の内容は、

基本的な機材構成となっているものの、音響機材の操作にはある程度の経験年数が必要と

されること、またデジタル調光卓の操作に多少の専門的な知識が必要とされる。新規雇用

の技術者の要件として調査団から、音響機材の操作経験年数 10 年程度（ 低でも 5年程度）、   

コンピューターの使用経験、高校生レベルの数学の素養等が求められる旨、説明した。  

 本件の実施が決定された場合には、大学及び劇場側に対し、機材納入前までに、専属技

術者の雇用・配置を求めるとともに、その進捗状況をフォローすることが必要である。 

 

2）我が国支援に係る広報について 

本プロジェクトが実施された場合の広報手段として、大学劇場は、劇場エントランスへ

の記念銘板の設置、引渡し式の実施、大学のホームページ、学内新聞、大学テレビ（同番

組は国営テレビでも放映されている）及び大学ラジオ放送での広報、国内マスメディアを

通しての広報等を JICA エルサルバドル事務所と調整し実施することを計画している。 

また、人文学部言語学科に配属されている青年海外協力隊員（日本語教師）により、   

毎年日本語コンクール及び日本文化祭が実施されており、大学ではこれらの行事を引き 

続き開催していく予定である。さらに、大学劇団による日本文化（「能」などの演劇、音楽、

舞踊等）の上演を希望しており、そのための指導者の派遣を日本側に依頼したいとの考え

が示された。 

 

(3) プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトは、広く市民に開放され、「エ」国の芸術、文化、教育の振興及び普及の

ために活用されている「エ」国唯一の公立大学の劇場への支援であり、その活動における

重要性に鑑み、非常に協力効果の高い支援事業である。要請目的に加え、選定した機材の

レベル及び数量についても妥当なものであり、総合的な観点からも、本プロジェクトは  

十分に妥当性があると言える。 
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6. 付属資料 

(1) 調査団員・氏名 

水口 尚恵 団長、機材計画    （財）日本国際協力システム 

原  求 機材調達・積算（照明機材）  （財）日本国際協力システム 

 金子 史雄 機材調達・積算（音響、視聴覚機材）外部協力者   

 

(2) 調査行程 

No. 日付 曜日 旅　程 業務内容 宿泊地

1 8/8 土

ジョージタウン05:35(BW1416)→06:40ポートオ

ブスペイン、08:30(BW484)→12:30マイアミ、

19:33(TA311)→20:20サンサルバドル
移動 サンサルバドル

2 8/9 日 資料整理 サンサルバドル

3 8/10 月

JICA表敬・打ち合わせ
エルサルバドル大学表敬・協議
文化省表敬
大使館表敬・打ち合わせ

サンサルバドル

4 8/11 火 エルサルバドル大学との協議・調査 サンサルバドル

5 8/12 水 エルサルバドル大学との協議・調査 サンサルバドル

6 8/13 木 エルサルバドル大学との協議・調査 サンサルバドル

7 8/14 金
エルサルバドル大学との協議・調査
JICA事務所打ち合わせ
市場調査

サンサルバドル

8 8/15 土
サンサルバドル国立劇場訪問
資料整理

サンサルバドル

9 8/16 日 資料整理、市場調査 サンサルバドル

10 8/17 月
エルサルバドル大学との協議・ミニッツ署名
JICA報告、大使館報告

サンサルバドル

11 8/18 火

（水口・金子）サンサルバドル08:40(LR671)→
09:55サンホセ

（原）サンサルバドル08:57(TA522)→13:12ロサ
ンゼルス

移動
サンホセ/

ロサンゼルス

 

 

(3) 関係者（面会者）リスト 

エルサルバドル大学 

Mr. Rufino Antonio Quezada Sánchez 学長 

Mr. Miguel Angel Pérez Ramos  副学長 

Ms. Ada Ruth González Nieto  国内・国際関係局長  

Ms. Ligia del Rosario Manzano Martínez 芸術文化局長 

Mr. Francisco A. Gutiérrez   国内・国際関係局協力管理担当 

Mr. Félix Argueta   維持管理課長 
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Mr. Mauricio Antonio Polanco  工学・建築部金属機械加工生産学科長 

Mr. Juan Bautista Perla   同部金属機械加工生産学科職員  

Mr. Rafael Antonio Peralta  同部金属機械加工生産学科職員 

Mr. Pedro Federico Jaco   施設設備開発部長 

Mr. Roberto Arévalo   同部電気設備設計監督課職員 

Mr. José Napoleón Figueroa  同部電気設備設計監督課技術者 

Mr. Ivan Bonilla   通信局職員 

Mr. Carlos Doradea   通信局職員 

Mr. Edwin William García Romero  人文科学部言語学科技術者 

宮島 知    日本語教師（青年海外協力隊） 

 

文化庁 

Ms. Breni Hasel Cuenca    長官 

Ms. Carole Schewarztz    国際協力課職員 

 

サンサルバドル国立劇場 

Mr. Manual Arístides Murcia  劇場長 

Mr. Mario Daniel González  照明技術者   

 

在エルサルバドル日本国大使館 

加来 至誠     特命全権大使 

丸橋 重友     二等書記官 

 

JICA エルサルバドル事務所 

那須 隆一    所長 

金子 健二  次長  

近藤 信孝 所員 

Mr. Alejandro José Garcia プログラムオフィサー 
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(4) 討議議事録及び当初要請からの変更点 

終的に同大学と合意した討議議事録は別添のとおりである。 

当初要請内容からの変更状況を表-12 及び表-13 に示す。 

表-12 削除/数量変更した機材 

機材名 数量 削除理由 

【音響機材】 

MD レコーダー 1⇒0 使用頻度が少ないため削除。 

32ch 入出力パッチパネル 1⇒0 システム規模が小さいため削除。 

パワーアンプラック 1⇒0
音源ラックと統合し機材ラックとしたた

め、削除。 

メインスピーカー用取付金具 4⇒0
メインスピーカーは舞台上に設置するた

め削除。 

【視聴覚機材】 

端子盤 1⇒0 ラックへの収納機材が少ないため削除。 

パワーサプライユニット 1⇒0 ラックへの収納機材が少ないため削除。 

書画カメラ 1⇒0 使用頻度が少ないため削除。 

書画カメラ用台 1⇒0 書画カメラを削除したため不要。 

RGB セレクター 1⇒0 書画カメラを削除したため不要。 

RGB 分配器 1⇒0 書画カメラを削除したため不要。 

 

表-13 追加した機材 

機材名 数量 追加理由 

【音響機材】 

フォールドバックスピーカー接続

ボックス 
1 

舞台上でフォールドバックスピーカーを

使用する際の接続に必要。当初要請に欠落

していた。 

スフォールドバックスピーカー接

続ケーブル 
4 

舞台上でフォールドバックスピーカーを

使用する際の接続に必要。当初要請に欠落

していた。 

ハンド型ワイヤレスマイク 2 催事の多様化に対応するため必要。 

マイクケーブル（15m） 8 舞台上での使い勝手を考慮し追加。 

マイクケーブル（20m） 2 舞台上での使い勝手を考慮し追加。 

【照明機材】 

パーライト 24 

既存のパーライト形状照明機材は、数が不

足している上、通常のシールドビームライ

ト球ではなくレンズ無しのリフレクター

ライトであることから、ライト球交換によ

るビーム幅の調整が出来ず、光量も不足し

ている。大学劇場は今後催事の多様化を図

っていることから、演出効果用の照明機材

として基本的な機材であり、扱いやすくメ

ンテナンスが容易で、通常の基本照明とし

ても使用可能な本機材を追加した。 
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エリプソイダルスポットライト 6 
催事の多様化に応えるためには既存機材

の数量が不足しているため追加。 

ローサイクロラマライト 一式

既存機材として保有しておらず、既存のホ

リゾント幕を使用しての演出効果用照明

機材として必要。 

アッパーサイクロラマライト 30 

既存機材として保有しておらず、既存のホ

リゾント幕を使用しての演出効果用照明

機材として必要。 

フォロースポットライト 2 

演劇作品においては演者が客席に降りる

ことが多いが、既存機材として演者を追跡

して照らすフォロースポットライトを有

していない。通常の大学の催事においても

使用頻度が高いと見込まれること、調整室

が非常に広く、舞台に面した窓も大きく

取られていることから設置が可能であり、

追加した。 

【視聴覚機材】 

ビデオ接続パネル 1 

プレゼンテーション用 PC や DVD プレーヤ

ーを舞台上または調整室内にて使用する

ための接続切り替えに必要。 

移動ケース 1 

DVD プレーヤーを収納するために必要。舞

台上及び調整室内での使用を考慮し、可搬

型とした。 

 





























 

 

 

エルサルバドル共和国向け国立エルサルバドル大学劇場音響・照明・視聴覚機材整備計画 

事前調査協議議事録 

 

 

 エルサルバドル共和国（以下「エ」国という。）政府の要請を受け、国際協力機構(以下「JICA」という。)は、

国立エルサルバドル大学劇場音響・照明・視聴覚機材整備計画(以下「プロジェクト」という。)について事前

調査実施を決定し、日本国際協力システム（以下「JICS」という。）に次の右調査の実施を委託した。 

 

 JICA は、事前調査団(以下「調査団」という。)を 2009 年 8 月 8 日から 8 月 18 日まで「エ」国に派遣した。 

 

 調査団は、「エ」国政府関係者（以下「エ」国側という。）と協議を行い、要請の詳細を確認した。協議の主要

事項は添付文書のとおりである。 

 

事前調査を実施することは現段階で JICA が援助を行うことを決定したという意味ではない。 

 

エルサルバドル 2009 年 8 月 17 日 

 

 

 

 

 

 

ルフィーノ・アントニオ・ケサダ・サンチェス 

学長 

エルサルバドル大学 

 水口尚恵 

調査団長 

国際協力機構事前調査団 

 



添付文書 

 

Ｉ. 案件名 

案件名は「国立エルサルバドル大学劇場音響・照明・視聴覚機材整備計画」である。 

 

ＩＩ. 案件の目的 

案件の目的は、国立エルサルバドル大学劇場で実施される文化活動を通じて文化振興するこ

とである。 

 

ＩＩＩ. 「エ」国側要請機材について 

1. プロジェクトサイト 

案件の実施場所は、サンサルバドル市内に所在する国立エルサルバドル大学劇場である。 

2. 機材調達 

要請機材の詳細は、添付-1 に示すとおりである。 

3. 音響・照明・視聴覚機材の調達及び操作指導 

4. コンサルタントサービス 

   入札図書準備、日本での入札補助業務及び案件監理 

   

IV. 実施機関、協力メカニズム 

実施機関：国立エルサルバドル大学 

責任機関：国立エルサルバドル大学 

 

V. 日本無償資金援助スキーム 

１. 「エ」国側は、添付-2 に示す日本無償資金援助スキームを理解した。また、調査団は次のことを説明し、

「エ」国側は確認した。 

１）案件のコンサルタントは JICA によって推薦される。  

2）コンサルタント業務は、援助の予算制限により日本での補助及び監理に限られる。  

3)案件の入札は「エ」国の代表者(日本のエルサルバドル大使館の代表者)の出席のもと日本で行われる。

公示前、 国立エルサルバドル大学は入札要項を確認し、保証する。 

 

2. 日本の無償資金援助の実施条件として、「エ」国側は円滑な実施のために別添-3 に示すとおり、必要とさ

れる措置を講じる。 

 

VI. 関連事項 

1. 大学劇場改修工事の進捗及び完了に関する情報 

国立エルサルバドル大学は、調査団に対し、JICA エルサルバドル事務所を通じて大学劇場改修工事

の進捗に関する情報を逐次提供し、同工事完了については書面で通知する。改修完了時、同大学は、調

査団に対し、同 JICA 事務所を通じて、同劇場の寸法及び火気や間仕切りの配置が記入された最終的な

設計図面を提出する。 



2. 被援助国の責任 

  日本政府がプロジェクト査定を行うことを決定し、「エ」国側が日本大使館を通じて提示された本プロジェク

トの機材リストに同意した場合には、国立エルサルバドル大学が速やかに以下のプロジェクト実施のた

めの準備を行うことを両者は確認した。 

(1)入札会に立ち会う「エ」国の代表者を公示前に任命する。 

(2)調達予定機材が「エ」国に到着する前に既存機材を移動し、電源の供給や、施設の準備をする。 

(3)機材到着の準備及び確認の前に、安全が確保され、電源の供給が整った適切な場所を準備する。 

(4)関連機材の操作及びメンテナンスする技術スタッフ 4 人を契約するのに必要な予算を確保する。 

(5)調達予定機材が「エ」国に到着する前に、音響・照明・視聴覚機材を操作及びメンテナンスする専門の技

術スタッフ 4 人を契約し、機材到着時に監督者が実施する操作指導を受けさせる。 

(5)機材の据付時に技術スタッフを任命する。 

(6)スペアパーツの購入、修理に必要な予算を確保し、機材を効果的に適正に使用/維持する。 

 

3. 文化無償における広報活動 

  日本国政府及び国民が「エ」国民の文化的発展のために貴重な貢献をしたことを認識するため、次のこと

を実施する。 

(1)日本の ODA マークを援助機材に貼る。 

(2)大学劇場の正門に銘板を設置する。 

(3)引渡し式を開催する。 

(4)JICA エルサルバドル事務所と調整し、「エ」国内のマスメディアを通じて広報を行う。 

(5)JICA エルサルバドル事務所と調整し、国立エルサルバドル大学のウェブサイト、雑誌、テレビ番組及びラ

ジオを通じて、日本政府の支援で同大学に調達された機材について広報を行う。 

(6)日本の文化イベント(大学劇場において、大学劇場の出演者による演劇や日本舞踊、日本語スピーチコン

テスト、日本文化祭及び日本映画祭等)を促進するとともに、回数を増やす。 

以上 
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